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主な記事

テレビ画面から真庭市の姿が見える時代がやってくる ワンッ !

真庭市の真庭市 の
放送放送    カタチカ タ チ
ラス ト ワンマ イル事業で目指す情報格差の解消

広
報 
の
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
新
市
発
足
以
来
、
市
政
推
進
の
た
め
に

格
段
の
ご
支
援
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
「
賑
わ
い
と
安
ら
ぎ
の
杜
の
都
・
真

庭
」
の
創
造
に
向
け
て
、「
創
造
・
改
革
・
融

和
」
を
基
本
理
念
の
も
と
、
�
カ
月
間
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。
何
事
に
お
い
て

も
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
こ
と
に
は
困
難

が
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
地
方
自

治
体
の
場
合
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
は
厳
し
い
試
練
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
真
庭
市
の
基
本
と
な
る
方
針
、
す

な
わ
ち
「
真
庭
市
総
合
計
画
」
を
策
定
中
で

あ
り
、
真
庭
市
の
目
指
す
べ
き
夢
と
希
望
に

満
ち
た
将
来
像
を
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
い

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
計
画
で　

年
��

先
の
真
庭
市
の
姿
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
ま
ず
は　

年
度
予
算
編
成
に
生
か
し
て

��

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�
カ
町
村
の
行
政
上
の
垣
根
が
取
り
除
か

れ
た
真
庭
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
自
然
の
恵

み
と
地
域
資
源
に
富
ん
で
お
り
、
飛
躍
的
に

発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
東
西
南
北
に
走
る
高
速
自
動
道
の
交
通

拠
点
性
を
存
分
に
生
か
し
、
産
業
振
興
、
と

り
わ
け
観
光
客
�
�
�
万
人
の
観
光
回
廊
ま

に
わ
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
が
完
成
し

た
高
度
情
報
先
進
地
化
、
さ
ら
に
は
全
国
一

の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現
、
医
療

福
祉
圏
の
構
築
な
ど
、
真
庭
の
持
つ
潜
在
的

実
力
、
魅
力
を
倍
増
し
て
い
き
た
い
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
皆
様
の
限
り
な
い
ご
多
幸
と
、
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

よ
う
で
す
。
ま
た
、
消
費
税
引
き
上
げ
法
案

は
、
報
道
で
は
�
�
�
�
年
通
常
国
会
に
は

間
に
合
わ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
の
年
明
け
か
ら
論
議
が
本
格
化
さ
れ
る
な

ど
、
地
方
が
お
か
れ
る
経
済
状
況
は
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、現
在
の
社
会
情
勢
は
、

国
際
化
・
情
報
化
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

し
て
い
ま
す
。
量
・
質
と
も
に
ま
す
ま
す
複

雑
多
様
化
し
て
い
る
行
政
需
要
は
、
真
庭
市

に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
大
き
な
課
題
と
し

て
、誠
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
合
併
か
ら
�
年
が
経
つ

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
は
真
庭
市

��

の
将
来
像
を
描
き
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
す
る
「
真
庭
市
総
合
計
画
」
に
沿
っ

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
ど
も
、議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

よ
り
豊
か
で
住
み
良
い
杜
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
市
民
皆
様

方
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
、
本
年
も
相
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年 
の
ご
あ
い
さ 
つ

�
�
�
�
�
�
�

真庭市議会議長

小 谷 孝 佳
真庭市市長

井手 紘一郎

明
　
　

民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
�
�
�

　
　

�
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
皆
様
に
は
、
�
月

　

日
の
市
誕
生
以
来
、
多
方
面
に
わ
た
り
ご

��助
力
い
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
国
内
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、

郵
政
民
営
化
問
題
、
衆
議
院
の
解
散
・
総
選

挙
が
政
局
最
大
の
焦
点
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
国
の
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
が

��

平
成　

年
度
を
大
き
く
下
回
る　

兆
円
前

��

��

後
、
こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
も
平
成　

年
��

度
比
で
�
兆
円
の
減
額
で
正
式
決
定
と
な
る

市
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地
域
の
行
事
、戸
籍
の
動
き
な
ど
の
情
報
を
、

毎
日
伝
え
る
市
内
自
主
放
送
。
合
併
前
の
旧
町

村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
善
と
考
え
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
地
域
情
報
や
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
、住
民
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
と
な
っ
た
現
在
も
、
こ
の
放
送
シ

ス
テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
局
管
内
で
運
用
さ

れ
、
真
庭
市
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
市
内
で
活
用
さ
れ
て
い
る
自
主
放
送
シ

ス
テ
ム
。
伝
達
方
法
で
大
き
く
分
け
る
と
、
各

戸
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
音
声
だ
け
で
伝
え

る
も
の
、
そ
し
て
音
声
＋
映
像
利
用
の
も
の
に

分
類
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
声
だ
け
で
伝
え

る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
の
通
信
手
段
か
ら
①
市

町
村
防
災
行
政
無
線
②
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
加
入
電
話
回
線
を
利
用
し
て
行
う
）
③

支
局
管
内
だ
け
に
自
設
し
た
有
線
を
利
用
し
た

も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

現
在
の
各
自
主
放
送
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
支
局
管
内
だ
け
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

設
備
と
し
て
独
立
し
て
い
ま
す
。
放
送
に
の
せ

る
「
情
報
」
と
し
て
は
、「
市
」
に
な
っ
た
こ
と

で
今
ま
で
流
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
他
の
支
局

管
内
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
各
シ
ス
テ
ム
は
放
送
の
運
用
規
則
（
法

律
で
定
め
ら
れ
た
）
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
旧
町
村
時
代
か
ら
練
り
上
げ
て
き
た

放
送
内
容
が
、
似
通
っ
て
は
い
て
も
少
し
ず
つ

異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
わ
ず
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
同
じ
市
内
で
あ
っ
て
も
情
報
量
に

格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
�
つ
の
支
局
管
内
で
行
わ
れ
て
い
る

音
声
放
送
に
対
し
て
、
久
世
支
局
管
内
で
は
、

「
音
声
＋
映
像
」の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
）

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
議
会
報
告
、
ま
た
、
行
事
予
定
、
地

域
の
様
子
な
ど
が
�
動
く
姿
�
と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
流
れ
る
音
声
は
耳
に
入
る
、
テ

レ
ビ
は
ス
イ
ッ
チ
を
「
Ｏ
Ｎ
（
オ
ン
）」
に
し
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
。
目
と
耳
の
両
方
か
ら
入
る
情
報

量
は
音
声
だ
け
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
く
、
一

段
階
進
ん
だ
シ
ス
テ
ム
が
久
世
支
局
管
内
で
は

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

面
積
�
�
�
平
方 
㌔ 
と
い
う
大
き
な
体
で
動

き
始
め
た
「
真
庭
市
」。
産
業
・
地
域
振
興
、
保

健
・
福
祉
の
向
上
。
地
域
力
を
養
い
市
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、「
同
じ
真
庭
市
民
と
い

う
意
識
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
そ
の

た
め
に
は
、
お
互
い
の
地
域
を
良
く
知
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

市
民
皆
さ
ん
が
市
役
所
か
ら
の
全
く
均
一
な

市町村防災行政無線（北房支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ◎市内・地域行事予定◎
同報無線利用者協議会からのお知
らせ◎その他（�チャイム�音楽）

市町村防災行政無線（落合支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み・出生（出生は１週間分まとめ
て））◎行政連絡（官公庁からの
各種お知らせ）◎市内・地域行事
予定◎同報無線利用者協議会から
のお知らせ◎その他①チャイム②
音楽（子どもたちの帰宅促進）

オフトーク通信放送（勝山支局管内） ��������

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み・出生◎行政連絡（官公庁から
の各種お知らせ、数分間の番組形
式あり）◎市内・地域行事予定◎
その他①NHKニュース音声放送
②ラジオ体操③チャイム④音楽
（子どもたちの帰宅促進）⑤使用料
を徴集した一般・営業放送

テレビとラジオ、「情報」の量が多いのはどちら？

放送シ ス テ ム の

市
内
の
自
主
放
送
シ
ス
テ
ム
は

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

情
報
量
の
格
差

  
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で

同
じ
情
報
を
同
時
に
全
家
庭
へ
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情
報
量
を
受
け
取
る
と
い
う
点
だ
け
み
れ
ば
、

今
は
広
報
紙
な
ど
の
印
刷
物
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
体
感
醸
成
の
た
め
と
、
お

互
い
の
地
域
を
よ
く
知
る
機
会
を
増
や
す
た
め

に
は
、
真
庭
市
全
域
を
対
象
と
し
た
新
た
な
情

報
媒
体
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

真
庭
市
が
進
め
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

で
は
、
各
家
庭
ま
で
接
続
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ

網
を
利
用
し
、「
真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
開

設
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
�
�
�
�

年
に
は
、
す
べ
て
の
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
が
ア

ナ
ロ
グ
波
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
波
放
送
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。
真
庭
市
で
は
一
体
感
醸
成
と
、
時

代
の
変
革
に
も
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

有線電話放送（美甘支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ）◎地域行事予定◎その
他①NHK音声放送②ラジオ体操
（夏期休暇中）③音楽（小学生の
帰宅促進）④使用料を徴集した一
般・営業放送

市町村行政防災無線（湯原支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ）◎市内・地域行事予定
◎同報無線利用者協議会からのお
知らせ◎その他①ラジオ体操（夏
期休暇中）②チャイム③音楽（子
供の帰宅促進、健康づくり促進）

オフトーク通信放送（中和支局管内） ��������

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ）◎地域行事予定◎農林
畜産関連情報（病害虫発生情報な
ど）◎風害、降霜などの気象情報
◎その他①ラジオ体操②チャイム
③使用料を徴収した一般・営業放
送

市町村行政防災無線（八束支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ）◎地域行事予定◎農林
畜産物生産・流通技術情報（病害
虫発生情報）◎風害・降霜などの
気象情報◎その他①チャイム②求
人情報

市町村行政防災無線（川上支局管内） ��������	

主な放送内容：
◎緊急放送（災害など）◎お悔や
み◎行政連絡（官公庁からの各種
お知らせ）◎地域行事予定◎農林
畜産物生産・流通技術情報（病害
虫発生情報）◎風害・降霜などの
気象情報◎その他①チャイム

ケーブルテレビ（KHK）久世支局管内 

主な放送内容：
　①その日にあった市内・地区内のニュース
　②お誕生・お悔やみのお知らせ
　③市内行事予定
　④店舗などのＣＭ（有料）
　⑤ＫＨＫ取材による自主制作番組
　⑥「ＮＨＫ連続テレビ小説」（再）
　⑦県ケーブルテレビ振興協議会の共同制作番組
●支局・消防署などによる音声告知放送
　※お悔やみ放送・火災放送・緊急放送（災害情報）・選挙におけるお知
　　らせ放送など

★音声放送 聞いてい ま す よ IN TER VIEW

広
報真庭市の放送　     のカ タ チつづく

　行政からの大切な情報が流れる

ので、とにかく聞くようにしてい

ます。最近ではテレビが情報の中

心ですが、身近な地域の情報や緊

急の連絡には、防災無線の必要性

を感じます。

●防災無線

西田和一さん
（田原山上）

　足腰が弱り、血圧も高いので医

師や保健師さんが流す健康づくり

の放送を注意して聞いています。

午後からの行事予定を聞くことも

欠かせません。放送は、わたしの

生活必需品だと思います。

●オフトーク放送

藤原　栄さん
（神代）

　朝の放送で目を覚まし、夜は行

政や地域の大切な放送が流れるの

で、テレビの音をしぼって耳を傾

けています。美甘地区内だけに電

話するときは、有線電話を利用し

ています。

●有線放送

川西益子さん
（美甘）



音声＋映音声＋映像の

　

真
庭
市
内
で
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
防
災

無
線
・
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
の
各
シ
ス
テ
ム
は
、

有
線
電
話
を
利
用
し
た
放
送
施
設
（
※
美
甘
支

局
管
内
で
は
現
在
も
利
用
中
）の
後
継
と
し
て
、

開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
様
に
、
平
成
�
年
�
月
に
開
局
し
た
Ｋ
Ｈ

Ｋ
も
、
昭
和　

年
に
始
ま
り
農
協
主
体
で
運
営

��

さ
れ
て
い
た
有
線
電
話
放
送
設
備
の
老
朽
化
に

伴
う
後
継
施
設
で
す
。
数
あ
る
情
報
伝
達
媒
体

の
中
か
ら
選
び
開
設
し
た
主
な
理
由
は
、
培
わ

れ
た
有
線
放
送
の
広
報
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

『
映
像
で
ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
、
各
種
団
体
活
動
、

文
化
、
福
祉
、
農
事
に
い
た
る
番
組
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
伝
達
す
る
こ
と
で
「
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
を
目
指
す
』
で
し
た
。

　

現
在
は
、
岡
山
県
内
各
地
に
増
え
た
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
。
そ
の
中
で
も
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
は
早
期

に
開
設
さ
れ
、
開
局
か
ら　

年
が
経
過
し
て
い

��

ま
す
。

　

標
高
�
�
� 
㍍ 
の
寺
畑
山
ア
ン
テ
ナ
受
信

点
。
こ
こ
が
Ｋ
Ｈ
Ｋ
が
加
入
世
帯
に
提
供
し
て

い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
テ
レ
ビ
局
各
チ
ャ
ン
ネ
ル

電
波
の
受
信
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受
信
点

か
ら
加
入
世
帯
へ
の
配
信
中
継
局
で
あ
る
Ｋ
Ｈ

Ｋ
局
舎
（
久
世
エ
ス
パ
ス
横
・
鍋
屋
）
ま
で
の
、

�
、
�
�
�
㍍
区
間
は
、
受
信
し
た
信
号
を
光

フ
ァ
イ
バ
で
送
信
し
て
い
ま
す
。

MANIWA ��

有
線
電
話
放
送
の
後
継
と
し
て
開
局

受
信
点
か
ら
局
ま
で
は
光
フ
ァ 
イ 
バ

▲寺畑山受信点設備　県南部の金甲山から送
信される民放8局の電波を受信している
�送出装置　アンテナで受信したテレビ信号
を各家庭に送り出す局内の装置

　市内で運営される各放送システム。この中で唯一、久世地域で

は、『音声＋映像』＝ケーブルテレビという形が導入されています。

ラストワンマイル事業で目指す『真庭市独自のテレビ局』の原型と

もいえるＫＨＫについて、少しだけご紹介します。

　

ケーブルテレビジョン

◎視聴可能エリア　久世支局管内
◎ＫＨＫ加入世帯数　3,044世帯
◎加入率　久世支局管内世帯数の80％

　　　　　　　　　 （Ｈ17.9月末現在）

■音声告知機　災害などの緊急時の
放送は、ＫＨＫ、久世庁舎双方から
音声で放送が可能。このほか、ＦＭ
放送も配信している。

・
・
・



KHK 提供チャンネル

広
報真庭市の放送　     のカ タ チつづく

　

久
世
支
局
管
内
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
が
設
立
さ
れ
る

以
前
、
各
家
の
屋
根
の
上
に
ア
ン
テ
ナ
を
取
り

付
け
る
だ
け
で
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

世
帯
と
難
視
聴
地
域
世
帯
（
※
管
理
組
合
を
つ

く
り
共
聴
ア
ン
テ
ナ
で
電
波
が
受
信
可
能
に
な

る
）
が
混
在
す
る
地
域
で
し
た
。

　

Ｋ
Ｈ
Ｋ
設
立
当
初
の
世
帯
加
入
率
は
約　
��

％
。
か
つ
て
難
視
聴
地
域
で
あ
っ
た
世
帯
数
を

上
回
る
高
い
加
入
率
か
ら
始
ま
り
、
現
在
も
こ

の
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
画
面

に
登
場
す
る
。
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
が
映
像
と
し

て
毎
日
提
供
さ
れ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｋ
で
は
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
化
で
付
加
価
値
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
特
番
な
ど
の
自
主

制
作
番
組
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。
自
主
制

作
番
組
で
支
え
ら
れ
る
高
い
加
入
率
は
、
真
庭

市
が
久
世
地
域
に
提
供
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
＝
Ｋ
Ｈ
Ｋ
財
政
面
の
大
き
な
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
を
各
家
庭
、
事
業
所
の
軒
先
ま
で
接
続
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
Ｋ
Ｈ
Ｋ
＝

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
、
こ
の
形
と
同
じ
よ
う

に
各
家
庭
軒
先
ま
で
同
軸
線
を
接
続
し
、
Ｋ
Ｈ

Ｋ
番
組
、
地
上
波
民
放
各
局
、
衛
星
放
送
、
音

声
放
送
（
緊
急
放
送
・
Ｆ
Ｍ
放
送
）
を
加
入
世

帯
に
送
信
し
て
い
ま
す
。

■午後６時のニュースの収録本番中
緊張感の走る瞬間。視線の向こうに
収録スタジオがある

■コントロールルーム　収録されたビ
デオを編集。上のモニターには受
信中の各テレビ局映像が並ぶ

■スタッフの収録風景　住民の中に
飛び込んで取材。まちの笑顔をニ
ュース番組で提供

■軒先までつながった同軸線
　（写真はKHKが各家庭軒先まで延ばしたもの）

地
域
密
着
情
報
提
供
で
加
入
率　

％
80

　　　ＨＫが開局する以前の情報媒体

　　　は農協が運営する有線放送でし

た。多くの住民が登場する番組づくり

は、多くの賞を受賞し、地域で長く親

しまれていました。

　また、旧久世町では、テレビが社会

に普及し始めたころから、この有線放

送に映像をのせるテレビ放送の情報力

が認識されており、期待を込めて必要

性が当時の関係者を中心に唱えられて

いました。有線放送の充実が、やがて、

設備が老朽化し新しい設備へ変更する

必要性が生じたときに、迷うことなく

ケーブルテレビ導入を選択する大きな

力になったのだと思います。情報とい

うものは、耳で聞くことより、目で見

たほうがはるかに説得力があります。

市誕生後の情報共有のためにも市内全

域のテレビ局は賛成です。コストや高

齢者対応も考えた情報窓口になるもの

を築いてほしいですね。

�� MANIWA

IN TER VIEW 開局前夜

　昭和３６年から平成６年の有線放送終
了まで旧久世町農協の放送業務に携わ
る。旧久世町ケーブルテレビ研究推進会
議、有線テレビ建設委員会委員としてＫ
ＨＫ設立に尽力。

大下孝和さん （久世）

CH　  放送局CH　  放送局

��　グリーンチャンネル（農水省）�　KHK総合

��　NHK衛生第��　テレビせとうち

��　NHK衛生第��　NHK教育

そのほかのチャンネル�　コミュニティチャンネル

NHKFM
FM香川
KISS  FM
FM���
FM大阪　         ※音声放送

※
Ｆ
Ｍ
放
送

�　山陽放送

�　瀬戸内海放送

�　西日本放送

��　サンテレビ

K
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番組づくりの

　

Ｋ
Ｈ
Ｋ
が
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
�
」
で
提
供
し
て

い
る
番
組
の
大
き
な
柱
は
、　

分
間
の
ニ
ュ
ー

��

ス
と　

分
間
の
自
主
企
画
番
組
で
す
。
こ
の
内

��

容
を
中
心
に
朝
�
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で
放
送

し
て
い
ま
す
。
�
日
の
放
送
内
容
が
更
新
さ
れ

る
の
は
午
後
�
時
。Ｋ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
�
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、

記
者
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
一
人
何
役
も
兼
ね
、

毎
日
、
市
内
に
飛
び
出
し
て
市
民
を
主
役
に
取

材
し
た
内
容
、
市
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ
な

ど
で
番
組
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
月
に
作

成
す
る
自
主
企
画
番
組
は
、
平
均
し
て　

本
。

��

対
談
、
お
店
・
会
社
訪
問
、
趣
味
、
ペ
ッ
ト
紹

介
、
料
理
、
農
事
、
文
化
芸
術
、
突
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
多
彩
な
内
容
で
地
域
に
親
し
ま

れ
る
番
組
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
主
放
送
番
組
の
柱
は 
ニ 
ュ 
ー
ス
と
企
画 
モ
ノ

　KHKがニュース、地域情報を自主制作し放送

するチャンネルがあります。名称は、「コミュ

ニティチャンネル５」。チャンネルでは、地域

住民の皆さんが主役となる企画番組から特集番

組、エスパス振興財団の催し情報。そして、市

議会の模様など市のお知らせを提供しています。

◎「コミュニティチャンネル５」の番組編成表

　　番組の更新は毎日、午後６時のニュースから。

１５分間ニュースと４５分間の自主企画番組を、午後

６時から午前零時までと、午前６時から午後６時

までの間で繰り返し放映している。市誕生後は、

久世地域以外の他地域で行われている行事も取材

しニュースとして紹介。ＫＨＫではＣＭ制作も行

っている。（番組表は２００５年１２月のもの）

��������	
��
�����

IN TER VIEW

■真庭市議会定例会（上）　
　（写真は12月定例会開会時の様子）

■公開録画番組（左）
　KHKでは、自主企画番組としてエス
パスホールを使用した公開録画番
組も制作している

　学校行事などが放送されるので、

子どもたちの様子がよくわります。

また、近所の方が出演すると、そ

れを話題にして話が盛り上がりま

す。地域のコミュニケーションも

深まりますね。

番組は
地域の話題

植田桂子さん
（草加部）

　ボランティア活動や趣味の会な

ど、生涯学習活動も地域のニュー

スで取りあげられます。参加する

自分にとっても張り合いが生まれ

ます。これからもますます元気で

頑張りますよ。

活動の力に

入江　實さん
（目木）



　　　に「久世地区民主役のテレビ局」を意識

　　　して番組を作り、どうやれば住民の中に

溶けこむことができるのか、どうやれば住民の

方々がテレビに登場していただけるのかを考え

続けています。番組内容はさまざまです。「Ｋ

ＨＫを見たでぇ」「頑張っとんなぁ」と、地域

に話題を提供することで、コミュニティの向上

を図ること。これがケーブルテレビ事業の初期

目的です。もちろん、財団は行政から委託を受

けて運営している訳ですから、行政広報も伝え

ています。議会報告、市役所通信、お知らせ、

市長メッセージ、訃報などをお伝えしています。

　５０年の大計といわれた町村合併では、その会

議すべてをニュースにしました。特集を組み、

ことあるごとに合併協議会会長に登場いただき、

その経緯と考えを報告してきました。久世地域

内でも、賛成・反対はあったものの、町村合併

の流れについては、視聴者皆さんは理解してい

たと思います。

　ここに情報を発信する、情報をキャッチする、

情報を共有する、情報を選択する、正しい選択

をする、メディアとしての価値が生まれます。

ＫＨＫは今、有料を含めて１８チャンネルを各家

庭に配信し、ニュースは１日３本以上流してい

ます。土曜日、日曜日も休むことなく３６５日業

務を行っています。それでも満足していただけ

ないのが現状であり、まだまだ努力が必要と痛

感しています。

　真庭市のテレビ局が誕生すると、高機能とな

り情報も増えるでしょう。ケーブルテレビの命

である身近な話題が、その日のうちに放送でき

る体制づくりを目指して欲しいと思います。

IN TER VIEW KHKの番組づくり

氏平篤正  
久世エスパス振興財団事務局長

�� M A N IWA

広
報真庭市の放送　     のカ タ チつづく

　

毎
日
、
放
送
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
。
こ
の
中
で

は
、
毎
日
の
地
域
の
話
題
の
ほ
か
、
そ
の
日
に

あ
っ
た
市
の
動
き
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
扱
わ
れ

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
か
ら
の
大
切

な
お
知
ら
せ
は
「
市
役
所
通
信
」
や
、
市
主
催

の
大
き
な
行
事
は
特
番
と
し
て
時
間
枠
が
と
ら

れ
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
の
議

場
を
訪
れ
な
い
と
通
常
は
傍
聴
で
き
な
い
議
会

の
様
子
。
Ｋ
Ｈ

Ｋ
で
は
、
真
庭

市
議
会
定
例
会

の
模
様
を
、
開

会
か
ら
議
会
一

般
質
問
の
様
子

ま
で
放
送
し
て

い
ま
す
。

市
の
主
な
行
事
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
放
送

KHKではこんな自主制作番組を提供しています（一部） 

★KHK見てま す よ 

■大きくなったね　誕生日を迎え
たお子さんの紹介番組

■ＫＨＫニュース　その日のニュ
ースはその日のうちに

■よってこ ！ おでん屋　スタッフの
突撃取材が笑いを誘います

■料理番組　調理を指導するのは
地元グループの皆さん

■お悔やみ放送　字幕放送で流れ
ます

■おまつり中継　だ ん じ り げんか
の迫力を映像で紹介

■中継車　議会の模様録画
などでは中継車が活躍

他の8支局にはDVDで
映像を提供し ています

　今のところ、久世支局管内の

加入者だけ視聴できるＫＨＫの

番組放送内容。他支局管内の皆

さんにも放送内容をお分かりい

ただくため、ＤＶＤに内容の一部

を収録し、各支局窓口へお届け

しています。見てみたいと思わ

れる方は各支局窓口へお申し出

ください。

　う～ん。夜７時からのニュース

をよく見ます。学校のことや、友

だちが登場するときはよく見るか

な。運動会や剣道スポーツ少年団

のニュースでは、わたしもテレビ

に登場したことがあります。

わたしもでたよ

利久法子さん
遷喬小学校３年

常

※久世エスパス振興財団は、真庭市からＫＨＫの運営を
委託されています。
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広
報真庭市の放送　     のカ タ チおわり

　

か
つ
て
、利
用
さ
れ
て
い
た
有
線
電
話
放
送
。

地
域
内
へ
の
お
知
ら
せ
手
段
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
限
定
の
電
話
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、施
設
老
朽
化
へ
の
対
応
と
、

新
通
信
設
備
を
求
め
て
、
旧
各
町
村
は
現
在
の

放
送
設
備
を
選
び
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

導
入
を
検
討
し
た
時
代
か
ら
現
在
。
放
送
の

基
盤
と
な
る
通
信
技
術
の
世
界
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
大
革
新
が
起
き
、
そ

の
影
響
は
通
信
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済

活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
大
量
の
情

報
を
早
く
送
受
信
で
き
る
環
境
が
あ
る
ほ
ど
、

活
用
で
き
る
度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
。
残
念
な

が
ら
真
庭
市
の
よ
う
な
山
間
部
で
は
、
民
間
に

通
信
環
境
の
整
備

　

ま
も
な
く
訪
れ
る
�
�
�
�
年
。
国
の
進
め

て
き
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
切
り
替
え

で
、地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
全
面
終
了
し
ま
す
。

つ
ま
り
、「
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
が
整
っ
て

い
な
い
地
域
で
は
、今
の
テ
レ
ビ
の
ま
ま
で
は
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
も
見
え
な
く

な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
、
す
で
に
、
始
ま
っ

て
い
る
大
都
市
圏
で
は
、
難
視
聴
地
域
（
山
々

に
囲
ま
れ
た
地
域
）
が
少
な
い
た
め
、
①
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
今
使
用
の
テ
レ
ビ
に
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
つ

け
る
③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
、
デ
ジ
タ

ル
契
約
を
結
ぶ
―
の
�
つ
の
方
法
の
ど
れ
か
で

対
応
が
で
き
ま
し
た
。

　

難
視
聴
地
域
が
多
い
真
庭
市
で
は
、
ラ
ス
ト

ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
、
高
速
大
容
量
の
光
フ
ァ

イ
バ
を
市
内
各
家
庭
、
事
業
所
の
軒
先
ま
で
敷

設
す
る
全
市
内
共
通
環
境
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
光
フ
ァ
イ
バ
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
軸

線
な
ど
よ
り
は
る
か
に
大
量
の
情
報
が
高
速
、

つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
化
さ
れ
た
「
光
」
が

流
れ
ま
す
。「
真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
」は
、こ

の
優
れ
た
通
信
環
境
を
活
か
し
、
各
テ
レ
ビ
放

送
局
な
ど
が
送
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
一
括

受
信
し
、
希
望
家
庭
・
事
業
所
ま
で
配
信
す
る

と
と
も
に
、
地
域
情
報
を
映
像
で
提
供
す
る
も

の
で
す
。　

　

真
庭
市
で
は
、
現
在
、「
真
庭
市
情
報
化
計
画

策
定
委
員
会
」
が
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の

計
画
の
中
で
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
を

検
討
中
で
す
。「
真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
」。

こ
の
内
容
も
、
計
画
の
中
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

敷
設
で
可
能
に
な
る
、
Ｉ
Ｐ
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
向
上
な
ど
と
並
ぶ
ひ
と
つ
の
カ
タ

チ
で
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
使
え
な
い
」と
い
う

高
齢
者
で
も
、「
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
な
ら
」
と

い
う
方
は
大
勢
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
と
い
う
受
像

器
を
使
い
一
方
通
行
型
の
「
放
送
」
で
な
い
、

双
方
向
型
の
「
通
信
」
環
境
に
備
え
る
。
そ
の

一
方
で
、
顔
見
知
り
の
市
民
が
登
場
す
る
番
組

や
市
の
動
き
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
の
で
き
る

番
組
を
提
供
し
「
真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
」

で
、
新
た
な
「
真
庭
市
放
送
広
報
の
カ
タ
チ
」

を
整
備
す
る
。

　

「
真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
」
も
、
次
代
へ
の

布
石
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
　
　

（
真
庭
市
放
送
広
報
の
カ
タ
チ
お
わ
り
）

よ
る
基
盤
整
備
が
期
待
で
き
ず
、
現
在
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
、
標
準
と
な
っ
て
い
る

通
信
速
度
は
一
部
地
域
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
こ
こ
に
都
市
部
と
地
方
の
大
き
な
情
報
環

境
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

����������

お問い合わせ先

■ラストワンマイル事業　

　市役所情報推進課　

　℡0867―44―2646

■デジタル放送化

　岡山地域受信対策センター

　℡0120―302―522

■ＫＨＫ

　℡0867―42―7200

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対
応

真
庭
市
独
自
の
テ
レ
ビ
局
は

情
報
化
の
カ
タ
チ
の
ひ
と
つ

■テレビのスイッチ　パソコン使用は

難しくてできないが、テレビのスイッ

チならという高齢者も多いでしょう

■新幹線　デジタル技術の進歩は、通信の世界にも高速・

大量輸送を求めている。乗客数は情報の量、スピード

は情報が伝わる早さ

ラ ストワンマ イ ル
事業で目指す



お問い合わせは各担当部局へ

基
づ
き
審
査
し
た
結
果
、
資
格
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
た
事
業
者
は
、
真
庭
市
の
作
成
す
る
入

札
参
加
資
格
者
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。
登

載
期
間
は
、
そ
の
年
の
�
月
�
日
か
ら
翌
年
の

�
月　

日
ま
で
の
間
と
し
、
入
札
参
加
資
格
を

��

有
し
ま
す
。

受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
ま
で
（
土
、
日
曜
、

　

祝
日
を
除
く
）

※
期
間
中
の
電
子
申
請
入
力
時
間
は
、
午
後　
��

　

時
ま
で
可
能
で
す
。

申
請
書
提
出
先　

　

管
財
課
（
〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

真
庭
市

　

勝
山　

―
�　

勝
山
庁
舎
内
）

��

注
意
点

・
管
財
課
以
外
で
は
、
申
請
書
類
の
受
付
は
行

　

い
ま
せ
ん
。

・
提
出
要
領
に
は
、
参
加
に
必
要
な
資
格
お
よ

　

び
提
出
書
類
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
受
付
期
間
終
了
後
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
方
法

・
電
子
申
請
お
よ
び
統
一
様
式

　

事
業
者
は
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
電

子
申
請
を
行
い
、
状
態
が
「
申
請
済
み
」
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
の
ち
、
申
請
書
類
を
管
財

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
持
参

ま
た
は
郵
送
（
�
月　

日
消
印
有
効
）
し
て
く

��

だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
入
力
方
法
お
よ
び
各
申
請
書
の

提
出
要
領
を
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
局
窓
口
に
も
要
領
な

ど
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
要
領
は
①
建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
③
物
品
・
役
務
の
�
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
理
お
よ
び

真
庭
市
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
登
載
期
間

　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を
真

庭
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
規
程
に

�
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�
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真
庭
市
入
札
参
加
資
格
申
請

受
付
は
2 
月 　
 
日
ま
で

２８

�� MANIWA

管財課　℡������������

入
札
に
参
加
し
た
い
事
業
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間
終
了
後
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

手続きは
電子申請から



MANIWA ��

は
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
中
山
間
地
域
な
ど
の
特
例

　

物
理
的
な
制
約
で
規
模
拡
大
が
難
し
い
地
域

で
、
お
お
む
ね
�
割
、
中
山
間
地
域
の
集
落
営

農
で
は
�
割
の
範
囲
内
で
緩
和
で
き
ま
す
。

○
生
産
調
整
組
織
の
特
例

　

地
域
の
生
産
調
整
面
積
の
過
半
を
受
託
す
る

組
織
に
つ
い
て
は　
 
㌶ 
に
生
産
調
整
率
を
か
け

��

た
分
の
範
囲
内
で
緩
和
可
能
で
す
（
下
限
は
�

㌶
）。中
山
間
地
域
の
転
作
受
託
組
織
は
さ
ら
に

�
分
の
�
を
か
け
た
範
囲
ま
で
緩
和
可
能
（
下

限
は
�
㌶
）。

○
所
得
に
応
じ
た
特
例

　

複
合
経
営
な
ど
に
つ
い
て
、
相
当
水
準
の
農

業
所
得
を
確
保
し
、
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
対
象

品
目
の
収
入
、
所
得
、
経
営
規
模
の
い
ず
れ
か

が
経
営
全
体
の
�
分
の
�
以
上
で
あ
る
場
合
、

個
別
に
認
定
し
ま
す
。

「
担
い
手
」
づ
く
り
は
急
務　

　

今
年
中
に
、
明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

く
着
実
な
「
担
い
手
づ
く
り
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
全
体
が
「
新
た
な

経
営
安
定
対
策
」
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
、
地

域
の
農
業
が
目
指
す
将
来
像
を
描
き
ま
し
ょ

う
。
各
地
区
の
説
明
会
を
�
月
ご
ろ
か
ら
始
め

ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
農
業
振
興
課　

・
真
庭
市
農
業
委
員
会　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

・
真
庭
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

・
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

�

年
度
か
ら
新
た
な
対
策
が
ス
タ
ー
ト

��
　

平
成　

年
度
か
ら「
新
た
な
経
営
安
定
対
策
」

��

が
導
入
さ
れ
ま
す
。新
対
策
が
導
入
さ
れ
る
と
、

麦
や
大
豆
の
生
産
者
手
取
り
額
の
�
〜
�
割
を

占
め
る
、
現
行
の
麦
作
経
営
安
定
資
金
や
大
豆

生
産
者
団
体
等
交
付
金
は
、
今
の
ま
ま
で
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
安
定
対
策
の
助
成
を

受
給
し
て
い
る
生
産
者
や
生
産
組
織
は
、「
新
た

な
経
営
安
定
対
策
」
の
要
件
を
満
た
す
「
担
い

手
（
経
営
体
）」
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
担
い
手
」
と
は

　

認
定
農
業
者
お
よ
び
集
落
営
農
組
織
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
集
落
営
農
組
織
の
場
合
は
左
記

の
一
定
用
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
地
域
の
農
用
地
の
�
分
の
�
以
上
の
利
用
集

　

積
を
目
標
と
す
る
こ
と

※
経
過
措
置
と
し
て
、
当
分
の
間
、
地
域
の
生

　

産
調
整
面
積
の
過
半
を
受
託
す
る
組
織
は
�

　

分
の
�
以
上

②
組
織
の
規
約
を
作
成
す
る
こ
と

③
集
落
営
農
の
口
座
を
設
け
、
集
落
の
経
理
を

　

一
括
し
て
行
う
こ
と

④
中
心
と
な
る
従
事
者
の
農
業
所
得
目
標
を
決

　

め
る
こ
と

⑤
�
年
以
内
に
農
業
生
産
法
人
化
の
計
画
を
持

　

つ
こ
と

　

小
規
模
な
農
家
や
兼
業
農
家
の
方
な
ど
も
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組
織
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
担
い
手
」
の
一
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
落
営
農
組
織
に
お
け
る
経
営
規
模
の
特
例

　

集
落
営
農
組
織
と
し
て
、　

㌶
以
上
の
規
模

��

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
経
営
規
模
に
お
い
て

農業振興課　℡������������

平成１９ 年度から
国の助成制度が変わります

認定農業者のほか、一定の条件を備える集落営農組織が対象となります
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「水道管の凍結予防にご協力ください」
と水道課職員 二宗さん

�� MANIWA

防
げ
ま
す
。
水
道
管
凍
結

た
と
き
に
の
み
、
通
電
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
電
源
プ
ラ
グ
は
絶
対
に
抜
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
し
ょ

う
。
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
水
道
管
が
破
裂

し
た
ら
屋
内
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
、
真
庭
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）に
連
絡
し
、修
理
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

積
雪
な
ど
で
屋
内
バ
ル
ブ
の
場
所
が
分
か
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
屋
内
バ

ル
ブ
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

タ
ー
か
ら
最
も
離
れ
た
場
所
の
蛇
口
を
糸
状

に
水
を
流
し
て
お
け
ば
凍
結
は
防
げ
ま
す
。

・
水
道
管
の
場
合
、
凍
結
し
や
す
い
の
は
メ
ー

タ
ー
部
分
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
布
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
詰
め
て
保

温
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 
屋
外
に
出
て
い
る
水
道
管
に
は
、
凍
結
予

　

防
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
の
が
効
果
的
で

す
。

・
電
熱
テ
ー
プ
は
凍
結
し
そ
う
な
温
度
に
な
っ

水
道
課　

℡
�
�
�
�
��

�
�
	


�

��

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
寒
波
の
た
め
、

水
道
の
蛇
口
や
吸
水
管
な
ど
が
凍
っ
て
破
裂

す
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
る
季
節
で

す
。
安
全
に
水
道
を
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ん

の
少
し
の
注
意
で
、
水
道
管
な
ど
の
凍
結
は

予
防
で
き
ま
す
。

凍
結
を
防
止
す
る
に
は

・
特
に
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
夜
は
、
メ
ー

真庭市地域包括支援センター

嘱託職員募集
　平成18年４月１日、介護保険の制度改革に伴い、

真庭市地域包括支援センターが落合庁舎内に、地域

支援センターが各支局にオープンします。このセン

ターは介護予防事業のマネジメントおよび高齢者や

家族に対する総合的な相談・支援を行う場所です。

嘱託職員を募集しますので、ご応募ください。

■勤務条件など

業務内容　介護保険の新予防給付に関するケアマネ

　ジメント業務

応募資格　介護支援専門員（ケアマネジャー）の資

　格を有する方　※普通自動車運転免許取得者およ

　び取得見込者

募集人員　�名程度

雇用期間　平成��年�月�日～平成��年�月��日　

※勤務成績が良好な場合は更新可能

勤務場所　真庭市各支局の健康福祉課（市民福祉課）

　のいずれか

勤務時間　月曜日～金曜日（祝日を除く）

　�：��～��：��

給与など　月額�������円程度

　（通勤手当有り、期末手当�カ月）

各種制度　雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

その他　研修期間を�月中に実施するため、採用予

定者を平成��年�月�日付けで一般事務職員（日

額で研修期間の雇用）として採用

　

■申し込み方法

提出書類　履歴書�通（市販で可）

　介護支援専門員登録証明書の写�通

受付期間　平成��年�月��日�～�月��日�

試験日　平成��年�月��日�　

試験内容　面接

問い合わせ・申し込み先　職員課（〒���― ����　　

　真庭市勝山��―�）　℡����―��―����

介
護
予
防
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
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確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
や
市
民
税
・
県
民
税
を
正
し
く
計
算

す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
収
入
を
正
し
く
申
告

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

収
入
の
申
告
に
は
、
確
定
申
告
と
住
民
税
申
告

の
�
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、
所
得
税
を
清
算
す
る
た
め
の

申
告
で
す
。
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
還
付
申

告
も
確
定
申
告
の
一
つ
で
す
。こ
れ
に
対
し
て
、

確
定
申
告
の
必
要
は
な
い
け
れ
ど
も
、市
民
税
・

県
民
税
の
計
算
を
す
る
た
め
に
行
う
申
告
を
住

民
税
申
告
と
い
い
ま
す
。

申
告
内
容
で
税
額
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　

所
得
税
や
市
民
税
・
県
民
税
の
税
額
は
、
そ

の
年
中
の
所
得
と
申
告
の
内
容
に
よ
り
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
の

所
得
割
は
、
所
得
の
金
額
全
額
に
対
し
て
か
か

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
額
か
ら
、
基
礎

控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
各
種

の
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
、
残
り
の
所
得
額

に
対
し
て
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
来
年
度
の
各

税
金
の
基
礎
と
な
る
自
分
の
所
得
を
き
ち
ん
と

把
握
す
る
こ
と
は
、節
税
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

所
得
の
あ
る
方
は
、
申
告
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
�
月�

日
�
か
ら
�
月�

日
�
ま
で
、
確
定
申
告
と
住

��

��

民
税
申
告
の
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
旧
町
村
ご
と
に
相
談
会
場

を
設
け
ま
す
が
、
税
制
改
正
や
合
併
な
ど
で
例
年
の
申
告
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
昨
年
の
申
告
相
談
と
の
変
更
点
、
ま
た
申

告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
と
、
し
な
く
て
も
い
い
人
は
誰
か
を
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

確
定
申
告
、住
民
税
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
の
受
付
は
�
��

�
�
�
��

�
で
す

��

��

市
民
税
課　

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
	

��

申
告
相
談※所得税の確定申告をした人は、住民税申告をしたことになります。

　不明な点は市民税課まで問い合わせください。

確定申告の必要な人

①所得に給与を含まない人

　（事業・農業所得、不動産所得など）

②給与所得のある人で、年末調整を受けていない人

③給与所得のある人で、年末調整を受けているが、その他に年末調整を

受けていない給与や給与以外の所得の合計が20万円を超える人

申告の必要な人

確定申告の必要はないが、住民税申告が必要な人

①所得はあるが、所得税の確定申告をしていない人（ただし、所得が給

与のみで年末調整が済んでいる人、公的年金収入のみで各種所得控除

を受けない人は除く）

②所得がなく、どなたの扶養親族にもなっていない人

③所得がなく、市外の方の扶養親族になっている人

④所得がなく、国民健康保険加入者や加入者のいる世帯主

※②�③の人は、申告の義務はありませんが、所得証明などを発行する

場合、必要となります。



ここが変わっています申告納税相談
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�

歳
以
上
の
人
は
、
申
告
で
節
税
で
き
ま
す

��
　

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
の
所
得
割
は
、

所
得
額
が
控
除
額
を
上
回
る
と
課
税
さ
れ
ま

す
。　

歳
以
上
の
人
に
は
、
税
制
改
正
に
よ
り

��

老
年
者
控
除
（　

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

��

年
金
で
、
す
で
に
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
て
い

る
場
合
、
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
・
損
害
保

険
料
控
除
な
ど
の
申
告
に
よ
り
、
還
付
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
税
に
な
る
場
合
で

も
各
種
控
除
の
申
告
に
よ
り
、
納
め
る
べ
き
税

額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程
表
に
は
も
っ
と
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す

　

今
年
度
の
申
告
納
税
相
談
に
つ
い
て
は
『
平

成　

年
度
住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
』
に
詳
し

��
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
各
種
控
除
の
内
容
、
申
告

の
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

都
合
に
合
わ
せ
て
ど
こ
の
会
場
で
も
申
告
受

付
で
き
ま
す
が
、
会
場
が
混
雑
し
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
該

当
日
に
指
定
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせは各担当部局へ

注意点申告受付日数申告会場地区

不動産所得の経費は自分で計算して
ください。

前年に同じ

前年に同じ北房地区

会場数減落合地区

農業の償却資産（農機具など）の申
告書は事前に送付していません。直
接申告会場で申告してください。不
動産所得の経費は自分で計算してく
ださい。

会場変更あり久世地区

不動産所得の経費は自分で計算して
ください。

受付日数の減

会場変更あり勝山地区

前年に同じ美甘地区

前年に同じ湯原地区

農業概況調査及び農業の償却資産
（農機具など）の申告書は事前に送付
していません。直接申告会場で申告
してください。

前年に同じ中和地区

農業の償却資産（農機具など）の申
告書は事前に送付していません。直
接申告会場で申告してください。

会場変更あり八束地区

前年に同じ川上地区

※合併による変更点が多くありますので、ご注意を。

農
業
所
得
者
は
収
支
計
算
が
原
則

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。
収
支
計
算
を
行

う
と
、
自
分
の
経
営
状
態
が
把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
損
失
の
出
た

年
に
は
、
そ
の
損
失
を
給
与
な
ど
他
の
所
得
か
ら
差
し
引
い
て
総
所

得
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
収
支
計
算
を
す
る
た
め
に
は

　
　

農
業
所
得
に
関
係
す
る
、
伝
票
（
出
荷
伝
票
）
や
領
収
書
を
保

存
し
、　

集
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
伝
票
な
ど
の
紛
失
や
、集

計
漏
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
、
帳
簿
な
ど
へ
記
帳
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
各
支
局
窓
口
に
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
録
す

る
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
収
支
計
算
書
（
収
支
内
訳
書
）
の
作
成
に
つ
い
て

　
　

伝
票
な
ど
を
項
目
ご
と
に
分
け
て
、
そ
の
集
計
を
計
算
し
て
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
職
員
に

よ
る
収
支
計
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
告
に
必
要
な
も
の

・
収
支
計
算
書
（
収
支
内
訳
書
）　

・
各
種
伝
票　

・
領
収
書
な
ど

・
販
売
証
明
書
（
新
し
く
農
機
具
な
ど
を
買
わ
れ
た
場
合
）

・
肉
用
牛
の
販
売
証
明
書
（
肉
用
牛
を
売
却
し
て
い
る
場
合
）

「そろそろ申告の準備をせんとなあ」
花作りに励む西山広視さん（木山）

　ホームページで確定申告
の書類などを簡単に作成す
る方法があります。どうぞご
利用ください。

■ 国税庁ホームページ
�������������	�
����

　国税庁ホームページの「確
定申告書作成コーナー」では、
画面に基づき収入金額など
の必要事項を入力すること
により、所得税や消費税の申
告書などを作成することが
できます。

■ タックスアンサー
　 ホームページ
�������������	�
���
�
���������

　医療費控除や住宅借入金
（取得）等特別控除など、各
種の税金に関する情報を提
供しています。

ホームページで
確定申告書が作成可能



安らぎへの提言
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策
定
中
の
真
庭
市
総
合
計
画
。
こ
の
総
合
計
画
の
最
も
大
き
な
テ
ー

マ
は
、
真
庭
市
に
「
賑
わ
い
」
と
「
安
ら
ぎ
」
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。

　
�

月�

日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
�
回
シ
ン
ポ

��

��

ジ
ウ
ム
で
は
「
安
ら
ぎ
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
真
庭
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員

で
、
美
作
大
学
学
長
の
目
瀬
守
男
氏
の
進
行
で
�
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
安
ら
ぎ
」
づ
く
り
を
提
言
。
こ
の
提
言
に
対

し
て
井
手
紘
一
郎
真
庭
市
長
、
小
林 
彬  
二 
岡
山
県
美
作
県
民
局
長
が
、

あ
き 

つ
ぐ

そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
コ
メ

ン
ト
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

パネラーの皆さんの提言

　会社経営のかたわら早稲田

大学などで社会環境工学講師

をつとめる。自然環境・自然

景観に配慮した製品開発など

新たな産業創出と雇用の場確

保に取り組む。自然と共生し

たまちづくり、循環型社会シ

ステム形成を目指し活躍中。

NPO21世紀の真庭塾副塾長。

環境か ら

大月隆行さん
ランデス�代表取締役

■発言要旨

　会社は環境保全型製品の開

発を進め２０種類を超えるよう

になったが、開発は地元漁協

からの要望で作った生態系保

全型ブロックが始まり。自然

と人が共生した生き方が育ま

れた真庭に立地していたから

開発ができたと思っている。

２１世紀の真庭塾で企業という

立場で真庭への貢献を考えて

きたが、環境と産業は対立す

るものではなく、本来は調和

するもの。キーワードは「里

山」。自然をとりつくさず相手

（自然環境）を思いやる調和の

中に、市民・行政・企業がと

もに価値を見いだし、賑わい

につながる環境づくりで、地

域の将来をつくりだすことも

大事。

　旧落合町栄養改善協議会委

員として通算９年間在任し、

地域活動に尽力。市誕生後は

市栄養協副会長として活躍中。

栄養委員として健康の基礎と

いえる「食」の大切さを訴え

る。また、エコバックの活用

など、環境にやさしい生活の

啓発にも取り組む。

健康か ら

地域一丸となり子どもたち
への「食育」推進を

澤山祥子さん
真庭市栄養改善協議会副会長

■発言要旨

　健康であることが一番安心

できること。特に将来を担う

子どもが、健やかに育つこと

が大切。栄養改善協議会では、

これまでの啓発活動を通し、

健康の基礎である「食」の重

要性を訴えてきた。小中高校

生の多くに朝食の欠食が多い

ことを 危  惧 しており、家庭・
き ぐ

地域・学校・企業が連携し

「食育活動」をさらに推進し、

「安らぎ」につなげることを提

案したい。地域一丸で健康を

守るため、朝食条例を制定し

ている自治体もある。市にも

提案したい。生活習慣病予防

のためにはウォーキング、心

の健康のためには笑うことも

重要。１日に１０回以上笑うこ

とを勧めている。

環境と共生する地域づくり
キーワードは「里山」

  
第
2
回
真
庭
市
総
合
計
画
策
定
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 みん なで
 「 杜 市 の安ら ぎ 」
　　　 を 考 えよう

と　　  し



安らぎへの提言

パネラーの皆さんの提言

�� MANIWA

　鹿児島大学医学部助手（医

学博士）として勤務の後、蒜

山へ。平成16年から子育てボ

ランティア団体「子育て応援

隊」代表として蒜山地域を対

象に「子育てサロン」を開催。

子育て現役の母親を中心に子

育て支援活動を展開中。自身

も２児の母親。

子育 てか ら

子育て支援に
市独自の政策を

松下紀子さん
子育て応援隊代表

■発言要旨

　障害者・高齢者・子どもた

ち、社会的弱者に笑顔がある

杜市づくりが必要。真庭には

全国平均より高い出生率が保

たれている。この環境を維持

するために市独自の政策が必

要。子どもたちが地域の方と

たくさんふれあい、さまざま

な経験と元気で自由な人生の

選択ができる真庭市になって

もらいたい。市への期待とし

て①安らぎを１番大切に②若

者と女性の立場の充実③子育

て支援の充実を。子育て支援

充実では、教育費負担減、子

どものいる３世代同居世帯へ

の経済的支援、子育て支援環

境（小児・産婦人科・保育サ

ービス）などの充実の整備を

提言したい。

　知的障害者更正施設「コス

モスの園」事務局長。県内法

人としては初認定の「成年後

見制度」を行うＮＰＯ法人設

立に尽力。制度は認知症高齢

者や身体・知的・精神に障害

を持ち判断能力が十分でない

方の身上監護や財産を、後見

人が、管理し保護する制度。

福祉か ら

高齢者・障害者が経済活動
に参画できる社会づくりを

原   一行さん
NPO「こう けん」事務局長

■発言要旨

　増加する元気な高齢者、障

害者が就労で社会参加できる

環境づくりが必要になってく

る。障害者自立支援法が成立

し、障害者の特性にあった社

会参加、個々の能力にあった

社会経済への参画が求められ

ている。福祉的就労の場、就

労支援事業を活用し、一般企

業への就労を促進し、市の障

害者法的雇用率１．８％を達成

することも必要と考える。障

害者・高齢者が社会参画でき

る仕組みづくりと同時に、人

権を擁護することが必要にな

る。虐待防止法も整備される

が、成年後見制度で、人権を

擁護し、行政が成年後見制度

の利用促進を進めることも必

要と思う。

シンポジウムは、第１部を福祉大会として開
催。引き続き「安らぎ」をテーマにしたシン
ポジウムが行われました。

田中さんと杜を題材にした大作絵画

　

第
�
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
京
都
市
在
住
の
洋
画
家
、

田
中
直
子
さ
ん
か
ら
の
絵
画
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
真
庭
市
が
目
指
す
杜
と
の
共

生
「
杜
の
都
づ
く
り
」
に
深
く
共
感
。
樹
木
や
森
を
題
材
に

田
中
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
描
い
て
き
た
絵
画
の
う
ち　

点
を

��

真
庭
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
は
、
す
べ
て
が
畳
�
畳

分
を
超
え
る
よ
う
な
大
作
ば
か
り
。
市
で
は
、　

月　

日
ま

��

��

で
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
「
田
中
直
子
作
品
展
」
と
し
て
展

示
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
観
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

 
杜 
の
絵
画
寄
贈
受
け
ま
し
た

も
り
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真庭市青少年育成センター・真庭市教育委員会から

　

連
続
し
て
小
学
生
が
被
害
者
と
な
る
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
真
庭
市
内
に
お
い
て
も
複
数
の
不
審
者
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
真
庭
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
や
、
各
組
織
の
ご
協
力
を
得
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
内
の
事
業
所
や
商
店
、
ま
た
一
般
市
民
の
皆

さ
ん
に
も「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
」を
車
両
に
張
っ

て
い
た
だ
き
、普
段
の
生
活
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
た
だ
く
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

集
団
下
校
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
も
、
自
宅
付
近
に
た
ど
り
着
く
こ
ろ
に
は
一
人
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

取
り
組
み
に
は
継
続
が
必
要
で
す
。
真
庭
市
全
域
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
運
動
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

��������	
��
���

このステッカーで防犯パ
トロールにご協力いただ
いています

児童
生徒の

一番の頼りになるのは
地域のチカラ

守ってください
子どもたちの笑顔

　
　

月
�
日
、
真
庭
市
立
北
房
中
学
校
新

��
改
築
工
事
の
起
工
式
が
、
真
庭
市
、
真
庭

市
教
育
委
員
会
、
地
元
建
設
推
進
委
員
会

な
ど
の
関
係
者
約　

人
が
参
加
し
て
、
同

��

中
学
校
建
設
予
定
地
（
上
水
田
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

改
築
す
る
同
校
校
舎
は
老
朽
化
の
た
め

に
旧
北
房
町
時
代
に
計
画
し
、
市
が
事
業

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
昭
和　

年
建
築
の

��

校
舎
に
代
わ
る
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
�
階
建
て
、
普
通
教
室
が
�

教
室
、
特
別
教
室
が
�
教
室
な
ど
、
延
べ

床
面
積
は
�
、
�
�
�
・　

平
方
㍍

と
な

��

り
、
総
工
費
は
�
億
�
、
�
�
�
万
円

（
仮
設
校
舎
建
築
工
事
・
設
計
管
理
費
含

む
）
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
北
房
中
学
校

生
徒
�
�
�
人
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
て

ら
れ
た
仮
設
校
舎
に
移
動
。
平
成　

年
�

��

月
の
完
成
を
待
ち
望
み
な
が
ら
学
習
を
続

け
て
い
ま
す
。

　「自学・自啓・自律」。この校訓のもと、北

房中学校旧校舎からは、��年の間に�����

人の卒業生が旅立って行きました。

　新校舎は来年度に完成する予定ですが、

職員も設計協議に参加し、旧校舎の反省

点を踏まえた結果、旧校舎とは構造上で

大きく異なることになりました。新しい

校舎では教室は校舎の南側と北側に配置

され、中央部は���階が吹き抜けの採光

部を持つ幅広い廊下と階段になります。

また、�階廊下突き当たりには、生徒た

ちがミニ集会を行うことが可能な広さを

持つ多目的スペースも誕生します。

　生徒たちも、校舎完成を楽しみに待っ

てくれているものと思います。

北房中学校改築へ
市誕生後４校目の新改築

多目的スペースも
誕生します

真庭市立北房中学校

山崎 和光 校長

西側立面図

南側立面図
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市全域を見据えた防災計画づくり
��月�日、「真庭市防災会
議」が発足。旧町村別で
存在した地域防災計画を
統一し、真庭市域に合わ
せた地域防災計画づくり
がスタートしました。
（写真は真庭消防署通信
指令室）

有機資源産業を 興  隆 し市活性化を
こう りゅう

��月�日、市バイオマス
利活用計画策定委員会が
事業者・大学教授・市職
員など��人で発足。木質
系資源を中心に産業化へ
の取り組みが進む市内。
市活性化起爆剤とするこ
とを協議していきます。

歩車分離信号 市内初めての設置
��月�日、蒜山上福田の
交差点に歩車分離信号を
設置。歩行者用の信号が
青の場合、車用はすべて
赤になり、全方向の横断
歩道を渡れる分離信号。
利用方法を地元の方、小
学生が学びました。

市政に関する動きの一部を紹介します

　

人
権
週
間
中
の　

月
�
日
、
人
権

��

意
識
の
向
上
を
訴
え
る
「
真
庭
市
人

権
教
育
講
演
会
」
が
勝
山
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。真
庭
市
・

真
庭
市
人
権
教
育
推
進
委
員
会
と
し

て
は
初
開
催
の
講
演
会
に
は
、
テ
レ

ビ
で
も
お
な
じ
み
の
丸
山
和
也
弁
護

士
が
登
場
し
「
法
に
魂　

細
胞
で
考

え
る
法
律
」
と
題
し
講
演
。

　

講
演
で
は
、
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
耐
震
構
造
計
算

偽
造
問
題
や
、
ア
メ
リ
カ
が
訴
訟
社

会
化
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
裁

判
事
例
の
問
題
点
を
、
聴
衆
に
問
い

か
け
な
が
ら
指
摘
し
ま
し
た
。ま
た
、

ま
も
な
く
日
本
で
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
一
般
国
民
が
裁
判
員
と
な
る
裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
も
説
明
。
刑
事

事
件
裁
判
の
裁
判
員
と
な
っ
た
場

合
、「
意
図
的
な
も
の
か
、
過
失
か
を

判
断
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ

る
」
と
、
わ
か
り
や
す
い
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
人
を
裁
く
こ
と
の
難
し

さ
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
場
は
、
整
理
券
を
求

め
て
入
場
し
た
市
民
約
�
�
�
人
で

満
席
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
る
中
に
も

要
所
要
所
で
法
律
の
裏
側
を
指
摘
す

る
丸
山
弁
護
士
の
講
演
に
皆
さ
ん
は

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

真庭市人権教育講演会     

���
��������

第 1 回

記念すべき
第１回講演会は
丸山和也弁護士

叙勲おめでとうございます（防衛功労）

　自衛隊員として、多年にわたり務められた市内

のお二人が叙勲の栄を受けられました。

　昭和��年に入隊し、平
成��年に除隊するまで自
衛隊車両整備一筋で務め
られました。阪神淡路大
震災復旧活動に業務隊と
して従事。

河原節夫さん
（下中津井）

　昭和３８年に入隊し、昭
和４４年から除隊する平成
１０年までの２９年間、静岡
県御殿場市にある滝ヶ原
駐屯地で普通科教導連隊
として所属。

池田精一さん
（蒜山下和）

瑞宝単光章 瑞宝単光章

 杜  市 の都市計画審議会発足
と し

��月��日、真庭市の都市
機能の発展を見据え、土
地利用、施設整備や開発
事業を審議する委員会が
発足。第�回委員会では、
市民代表委員�名を含め
た��人に委嘱状が手渡さ
れました。

少子化歯止めは結婚推進から
��月��日、「まにわ縁結び
推進委員会」が発足。委
員��名が委嘱されました。
委員会は市が公募した
「まにわ縁結び応援団」と
ともに、未婚男性・女性
の出会いの場提供などを
進めます。



　

真
庭
市
成
人
式
を
�
月
�
日
�
に

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

受
付
は
午
前　

時　

分
か
ら
で
、
午

��

��

後　

時　

分
に
開
会
し
ま
す
。
成
人

��

��

者
に
は
吉
本
若
手
漫
才
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
式
終
了
後
、
思
い
っ
き

り
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。
生
涯
学
習
課

　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
に

は
雪
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
か
ま
く
ら

作
り
、
雪
合
戦
、
そ
り
遊
び
な
ど
雪

国
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の

　

里
（
蒜
山
下
和
）

※
雪
遊
び
の
で
き
る
服
装
で
、
そ
り

が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
参

加
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

さ
さ
ゆ
り
館　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

全
国
星
空
継
続
観
察
は
、
星
空
を

観
察
す
る
と
い
う
身
近
な
方
法
に
よ

っ
て
、
大
気
の
状
況
や
光
害
の
ひ
と

つ
で
あ
る
夜
空
が
明
る
く
な
る
現
象

に
つ
い
て
多
く
の
人
に
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昭

和　

年
度
か
ら
環
境
省
が
全
国
の
地

��
方
公
共
団
体
、
学
校
、
市
民
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
呼
び
か
け
、
年
�
回
（
夏
、

冬
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

産
業
学
習
館
（
や
ま
び
こ
ス

タ
ジ
ア
ム
北
隣
）

講
師　

河
野
貞
夫
さ
ん

持
参
物　

懐
中
電
灯
・
双
眼
鏡

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�

��

�
�

　

勝
山
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
、

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
民

俗
学
者
の
神
崎
宣
武
さ
ん
を
招
い
て
、

「
子
育
て
と
食
文
化
」を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
ま
す
。
興
味
深
い
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

 　

囲
碁
サ
ロ
ン
友
の
会
（
勝
山
）
で

は
新
春
の
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
。
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

受
付
午
前
�

��

　

時　

分
〜

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

試
合
内
容　

Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

�
局

参
加
費　

一
般
�
�
�
�
円　

女
性

　

・
学
生
�
�
�
�
円
（
軽
食
有
）

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

申
し
込
み
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

��������

�������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�����������

�������������

�����������

�������������

�������

�������������

代表電話番号

真庭市の人口

����������������

����������������

����������������

�����������������

����������	

���������	


地域づくり人材養成講座
公開講演

岡山県内で、子育て支

援の先駆的活動を実践

している、お２人のお

話が聞けます。 

※託児サービスをご希望
　の方は、ご連絡ください。

講演

「子どもは地域の宝」
チャイルドライン岡山代表

西崎 宏美さん

「子どもを守り育む地域づくり」
ＮＰＯ法人子ども達の環境を考える
「ひこうせん」代表理事

赤迫康代さん　

日時　�月��日�　��：��～

場所　落合公民館

問い合わせ先　自治振興課

　℡����―��―����

■チケット：前売2,000円　当日2,500円　■主催：「よしもと新春爆笑ライブ」実行委員会・真庭市
■問い合わせ先：勝山文化センター　℡0867―44―2011（出演者は変更する場合があります）

 
冬
の
全
国
星
空
継
続
観
察

 
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

 
か
ま
く
ら
作
り
と
雪
遊
び

 
雪
は
友
達

   
真
庭
市
成
人
式

   
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
第�

回
女
性
の
つ
ど
い

��

 
テ
ー
マ
は「
子
育
て
と
食
文
化
」

 
真
庭
市
誕
生
記
念
囲
碁
大
会

 
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う

● 

子 
育 
て

テー マ

新しい年は笑いでスタート     �月�日 （ 日 ）  開演���： ��  勝 山 文化センター

よし も と 新春爆 笑ラ イブ
笑わせまっせ～

大木こだま･ひびき　ビッキーズ　矢野･兵動　ランディーズ　NON STYLE　千鳥　イシバシハザマ
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�� MANIWA

　

伝
統
的
な
遊
び
で
あ
る「
か
る
た
」

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
市

内
で
行
わ
れ
る
か
る
た
と
り
大
会
を

紹
介
し
ま
す
。

①
新
春
か
る
た
大
会

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜　
　

場
所　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン

対
象　

幼
児
・
小
学
生

�問
 
　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

②
つ
く
し
の
会
か
る
た
と
り

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時　

��

��

��

　

分
〜　

場
所　

中
和
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
親
子

�問
 
　

保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

親
子
で
豆
腐
作
り
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
美
甘
地
内
で
採
れ
た
大

豆
を
使
っ
て
、
手
作
り
の
紅
白
豆
腐

を
作
り
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

参
加
費　

一
般
�
�
�
�
円　

小
学

　

生
以
下
�
�
�
円

問
い
合
わ
せ
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

 　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
、
気

持
ち
の
よ
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

当
日
受
付
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

受
付
�
時
〜

��

　

ス
タ
ー
ト
午
前　

時
��

受
付
場
所　

久
世
公
民
館

コ
ー
ス　

小
学
生
�
㌔
、
中
学
生
以

　

上
�
、
�
、
�
㌔
選
択

※
小
雨
・
小
雪
は
決
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
支
局
地
域
振

　

興
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

 　

当
日
エ
ン
ト
リ
ー
で
参
加
で
き
る

ス
キ
ー
大
会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
友
金
杯
ス
キ
ー
大
会（
ナ
イ
タ
ー
）

日
時　

�
月　

日
�　

受
付
午
後
�

��

　

時
〜
�
時　

ス
タ
ー
ト
午
後
�
時

場
所　

ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ

　

ー
場
（
蒜
山
本
茅
部
）

�問
 
　

蒜
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

②
津
黒
高
原
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会

日
時　

�
月
�
日
�　

受
付
午
前
�

　

時
〜
�
時　

分　

ス
タ
ー
ト
午
前

��

　
　

時
��

場
所　

津
黒
高
原
ス
キ
ー
場
（
蒜
山

　

下
和
）

�問
 
　

津
黒
高
原
ス
キ
ー
場　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

蒜
山
学
講
座
を
開
き
ま
す
。
�
月

は
「
蒜
山
の
こ
と
わ
ざ
」
で
す
。
知

っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
蒜

山
の
あ
れ
こ
れ
、
あ
な
た
も
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

�
月　

日
�

��

　

午
前　

時
〜

��

場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館

受
講
料　

�
�
�
円

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
蒜
山

　

分
室　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

駅伝 大 会
前略　走ることが防火予防につながる

駅伝大会をご存じですか。無火災の願

いをこめた、たすきのリレーは地域の防

火意識を高めます。ぜひ、皆さんの参

加をお待ちしています。空気が乾燥す

る季節、火の取り扱いには十分お気を

付けください。   真庭市久世消防団より

コース　久世市街地９．８㌔ を１チー

ム７人のたすきリレーで走ります

日時　３月５日�

　受付９：３０～１０：２０　

　開会式１１：００～　

　スタート１１：４０～（順次）

開会式会場　遷喬小学校グラウンド

種別　小学生男子、同女子、中学生男

子、同女子、一般男子、同女子、真庭

市久世消防団、招待消防団の８つ

の部門

１チーム７人　参加費無料

申込方法　１月３１日�までに、参加

申込書を久世支局総務課まで提出

※申込書は、市役所窓口に用意して

います。

主催　真庭市久世消防団

問い合わせ先　久世支局総務課

　℡０８６７―４２―１１１１  Ｆ ＡＸ０８６７―４２―１０３４

北房 ぶ り 市

無火災まちづくり

 
か
る
た
と
り
大
会

 
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
も
う

 
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
イ
ベ
ン
ト

 
手
作
り
豆
腐
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

 
久
世
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

 
心
も
体
も
軽
や
か
に

 
市
内
の
ス
キ
ー
大
会

 
当
日
エ
ン
ト
リ
ー
で
参
加
可
能

 
蒜
山
学
講
座

 
蒜
山
を
学
ぼ
う

�／�（ 日 ）   10 ：00～
 呰  部 商店街
あざ え

■応募先　北房町商工会　〒716―1433　
　真庭市下呰部244―17　℡0866―52―2711
　※住所･氏名･年齢･電話番号を明記
■面接　1/15 �　１３：００～　北房支局

写真中央が代官の奥方

代官の奥方役募集
はがき･電話で応募
応募締切　1/13�

無火災の願いをこめた、たすきリ レー

�����



　

�
月
か
ら
落
合
庁
舎
福
祉
課
内
に

手
話
通
訳
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
手

話
通
訳
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
手

話
通
訳
者
が
案
内
、
相
談
の
受
付
を

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

楽
し
い
思
い
や
前
向
き
な
気
持
ち

は
、脳
を
刺
激
し
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

浜
松
医
科
大
学
の
高
田
明
和
教
授
を

招
き
「
脳
は
若
返
る
」
と
題
し
て
、

新
春
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
脳
年

齢
を
一
緒
に
若
返
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜　

入
場
無
料

場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

北
房
支
局
地
域
振

　

興
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

　

全
国
共
通
の
年
金
に
関
す
る
電
話

相
談
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
料
金
は
市
内
通
話
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
年
金
の
こ
と

で
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
年
金
請
求
な
ど
年
金
相
談

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

　

年
金
相
談

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

家
庭
内
、
近
隣
間
の
問
題
な
ど
、

人
権
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

・
勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

�
月

�
日
�
、　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

正
午

・
久
世
保
健
福
祉
会
館　

�
月　

日
��

�　

午
前
�
時
〜
正
午

・
落
合
公
民
館　

�
月
�
日
�
、　

��

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

　

習
課
内
�
岡
山
県
育
英
会

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）
�
�
�
�

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
�
月
�
日
現
在
で
、
選
挙

資
格
の
あ
る
方
の
申
請
に
基
づ
い
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
の
提
出

が
な
い
と
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま

す
。
提
出
期
限
は
�
月　

日
�
で
す

��

の
で
、
農
業
連
絡
員
を
通
し
て
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
資
格
を
有
す
る
方
の
条
件

①
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、
真
庭

��

　

市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
年
齢
が
満　

歳
以
上
（
平
成　

年

��

��

　

�
月　

日
現
在
）
の
方

��

③　

㌃
（
�
反
）
以
上
の
農
地
に
つ

��き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね　

日
以

��

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
農
業
委
員

　

会　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

休日急患担当医

・
北
房
支
局　

�
月　

日
�　

��

　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

・
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

�
月

　

日
�　

午
前
�
時　

分
〜
午
後

��

��

�
時

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
人
権
擁
護
委

　

員
会　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

　

岡
山
県
育
英
会
で
は
、
平
成　

年
��

度
の
育
英
会
東
京
寮
の
寮
生
を
募
集

し
ま
す
。
自
主
的
な
共
同
生
活
の
中

で
学
業
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員　

約　

名
��

資
格　

県
内
に
在
住
し
、
平
成　

年
��

�
月
に
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
所
在
す
る
大
学（
夜
間
を
含
む
）

の
第
�
年
次
生
と
し
て
入
学
す
る

男
子
学
生

申
込
期
間　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

※
書
類
お
よ
び
面
接
選
考
（
�
月
中

に
予
定
）
に
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
教
育
庁
生
涯
学

　56年の歴史を閉じる至道高校。閉

校記念懇談会「思い出を語る会」で

最後を飾ります。校友会員の皆さん、

お集まりください。

�月の記念日・節気

����
�������

  
手
話
通
訳
窓
口
を
設
置

  
ご
利
用
く
だ
さ
い

  
北
房
地
区
生
涯
学
習
講
演
会

  
脳
を
刺
激
し
、活
性
化
し
ま
す

   
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

   
全
国
共
通
の
電
話
相
談

  
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮

  
新
入
寮
生
募
集

  
特
設
人
権
相
談
所

  
無
料
で
相
談
・
秘
密
は
厳
守

 
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載

 
申
請
お
忘
れ
な
く

開催日　

�月�日�

 ��：��～

場所

至道高校武道場

申し込み先　

至道高校　

〒���―����

真庭市

下呰部���

℡ ����―��―����

ＦＡＸ����―��―����

���
������������

M A N IWA ��

�����

�金田病院・落合�
���������		
	
�湯原温泉病院・湯原�
�������������

�����

�勝山病院・勝山�
����������	�	
�落合病院・落合�
���������		



�������

�中山病院・久世�
����������	�

�近藤病院・勝山�
������������	

�������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�イケヤ医院（内）・久世
����������	��
�さくもとクリニック（外）・北房  �
�����������		

�������

�河本病院・落合�
����������	�	
�谷田医院（外）・八束
�������������

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	
�杉山医院（内）・久世�����
���������	�
�
�廣恵医院（内）・北房�����
������������	

������

�金田病院・落合
���������		
	
�中井医院（内）・勝山  �
�������������

������

�近藤病院・勝山�
������������	
�まにわクリニック（外）・久世
����������	��
�廣恵医院（内）・北房
������������	

�
�����
�����
�����
�������
�������
������



�� MANIWA

　　

�
�
�
�
年
〜
�
�
�
�
年
製
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
機
お

よ
び
石
油
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ジ
ア
ン
ト
ヒ

ー
タ
ー
（
製
品
背
面
に
給
排
気
筒
が

設
置
）
は
、
事
故
の
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
該
当
製
品
を
未
点
検
の
ま
ま

使
用
す
る
と
一
酸
化
炭
素
を
含
む
排

気
ガ
ス
が
室
内
に
漏
れ
出
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
死
亡
事
故
に
至
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。 

ご
使
用
の
方
は
、

直
ち
に
使
用
を
や
め
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
�
�
�
�（
�
�
�
）
�
�
�
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

津
山
児
童
相
談
所
が
巡
回
相
談
を

開
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

　

午
後
�
時

場
所　

落
合
公
民
館

内
容　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

��

　

す
る
こ
と
、
知
的
障
害
者
の
福
祉

　

に
関
す
る
こ
と

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

交
通
事
故
の
と
き
、
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
・

共
済
で
す
。
加
入
し
な
い
で
運
転
す

る
と
、
�
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は　
��

万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
重
い
罪
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。
�
�
� 
㏄ 
以
下
の

バ
イ
ク
な
ど
は
車
検
制
度
が
な
い
の

で
、
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局

　

楽
し
い
「
た
こ
あ
げ
」
も
電
線
の

近
く
の
狭
い
と
こ
ろ
で
す
る
と
、
電

線
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電

線
に
か
か
っ
た
た
こ
を
自
分
で
取
ろ

う
と
し
て
、
痛
ま
し
い
感
電
事
故
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、

た
こ
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
た
ら
、

必
ず
お
近
く
の
中
国
電
力
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
国
電
力
㈱
津
山

　

営
業
所　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）

　

�
�
�　

同
高
梁
営
業
所　

℡
�

　

�
�
�（
�
�
�
）
�
�
�

　

�
�
�
番
は
緊
急
の
事
件
や
事
故

の
み
使
用
し
て
い
た
だ
く
、
警
察
へ

の
緊
急
通
報
手
段
で
す
。
苦
情
や
相

談
な
ど
は
「
♯
�
�
�
�
」
と
ダ
イ

ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
真
庭
警
察
署

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
若

代
・
下
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ

仮
説
ス
テ
ー
ジ
・
テ
ン
ト
・
サ
ウ
ン

ド
シ
ス
テ
ム
・
物
品
格
納
庫
一
式
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

���������
���������

���������
��������������
価格はすべて税込です�����������

●新春シネエスパ「タッチ」（１０：００）　　   完全入替制
●新春シネエスパ「ALWAYS三丁目の夕日」（１４：００）
　平成��年�月�日（火）　全席自由　エスパスホール 
　一般前売�����円 高校生以下前売���円 当日���円増

●PASSION FLUTE～彩－AYA－New Year Live
　平成��年�月��日（土）　開演��：��　全席自由
　エスパスホワイエ　整理券�����円（�ドリンク付き）
　出演：吾郷晶子（Fl）、小林茂文（D）ほか
　曲目／スペイン、リベルタンゴ、情熱大陸ほか

●KHK歌謡祭～出演者募集　    公開録画／入場無料
　平成��年�月��日（日）  開演��：��   エスパスホール
　募集組数：��組　参加費：�人���円（ドリンク付き）
　募集締切：平成��年�月��日（金）

●茂山狂言会
　平成��年�月��日（火）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール　入場料�����円
　番組：蝸牛（かぎゅう）、棒縛り（ぼうしばり）
　出演：茂山千五郎、茂山正邦、茂山宗彦、茂山茂ほか

●エスパス・フリーマーケット出店者募集
　平成��年�月�日（日）  開始��：��  締切：�月�日（木）

●武藤晶子ピアノトリオ・ジャズライブ
　平成��年�月��日（金）　 開演��：��
　エスパスホワイエ　全席自由　入場料�����円
　出演：武藤晶子（P）、山口彰（D）、菅原光則（B）
　曲目：A列車で行こう、テイク・ファイブほか
　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

●金子竜太郎（鼓童）・和太鼓ワークショップ
　平成��年�月��日（日）  開始��：��　エスパスホール
　募集人数：先着��名　対象：和太鼓経験のある方
　参加費：�����円  募集開始：平成��年�月�日（日）��時

●シネエスパ「ハリー・ポッターと炎のゴブレット」
　�回上映（��：��／��：��）　完全入替制
　平成��年�月��日（日）　全席自由  エスパスホール 
　一般前売�����円 高校生以下前売���円 当日���円増
　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

●民謡北前船～唄で日本海を旅してみませんか
　平成��年�月��日（日）  開演��：��　エスパスホール
　全席自由　一般�����円　高校生以下�����円
　当日���円増
　出演：福士あきみ（唄）、岩佐由美子（唄）
　　　  黒石八郎（漫芸）、岩佐菊正（踊り）ほか
　入場券発売：平成��年�月�日（日）��時

 �
ナ
シ
ョ
ナ
ル
石
油
温
風
機
使
用
の
方

  
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い

  
自
賠
責
保
険
・
共
済

  
か
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

 �
た
こ
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
た
場
合

  
自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
！

  
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業

  
報
告
し
ま
す

  
津
山
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

    
子
ど
も
の
相
談
受
け
付
け
ま
す

  
�
�
�
番
通
報

  
警
察
へ
の
緊
急
通
報
手
段
で
す
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真 
庭
市 
の
農
業 
を

強
く 
す
る

農
業
の
現
状

　

広
大
な
真
庭
市
で
は
、
北
は
蒜
山

地
域
の
酪
農
製
品
や
ダ
イ
コ
ン
、
南

部
で
は
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
、
こ
の
ほ
か

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
で
、
多
彩
な

農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
図
―
１
の
よ

う
に
農
家
戸
数
は
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
か
ら
、
比
較
的
小
規

模
農
家
が
多
く
耕
作
条
件
の
よ
く
な

い
中
山
間
地
域
で
、
耕
作
放
棄
地
・

遊
休
農
地
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ど
う
す
る
？
真
庭
市

　

こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
に
は
、

各
地
区
の
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
農

業
振
興
へ
向
け
た
取
組
を
地
域
み
ん

な
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
農
地
の
保
全
】

　

農
地
の
現
地
調
査
を
行
い
、
遊
休

農
地
・
耕
作
放
棄
地
を
具
体
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
対
策

を
引
き
出
し
ま
す
。
現
在
、
市
内
約

１
９
０
地
区
で
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
に
よ
る
集
落
協
定
が

結
ば
れ
て
い
ま
す
。
協
定
地
域
以
外

で
も
、
複
数
の
農
家
が
作
業
を
分
担

し
効
率
的
な
農
業
運
営
を
目
指
す

「
集
落
営
農
」
組
織
の
結
成
や
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
、
中
山
間
地
域

で
の
小
規
模
・
多
品
種
の
栽
培
な
ど

の
地
道
な
取
り
組
み
が
、
農
地
の
保

全
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
担
い
手
の
育
成
】

　

地
域
で
「
担
い
手
」
を
育
て
、「
認

定
農
業
者
」、「
集
落
営
農
組
織
」
な

ど
に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と
で
農
業

経
営
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
真
庭
市
で
は
、地
域
の「
担

各年農業センサスより、
旧町村のデータを合算して作成

昨年から、米作りをやめた田。でもいつかは

米作りを復活したい、田を荒らしたくないと大

きな草だけでも抜く作業をする（見尾地内）

ホウレンソウを収穫する中野積男、まり子さんご夫妻（余野上）
付加価値を高めるため、特別栽培農産物表示ガイドライン（※1 ）に沿った農業に励む
※1　農薬や化学肥料の使用を制限して栽培された農作物における、生産や表示の一定基準

ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

　

広
大
な
真
庭
市
。
市
内
で
は
そ
の
大
き
さ
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
は
農
業
を
と
り
ま
く
状
況
は
厳
し
く
、
将
来
的
に
も
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
農
業
振
興
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

図―１ 真庭市農業の移り変わり

農
業
振
興
課

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
	
�

��



一 
人
で
も
多
く
の
人
に
農
業
へ
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

�� MANIWA

い
手
」、特
に
新
規
就
農
者
の
育
成
支

援
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
「
真
庭

い
き
い
き
帰
農
塾
」
を
開
講
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
市
内
か
ら　

名
を
超

３０

え
る
応
募
が
あ
り
、
果
樹
・
野
菜
・

花
き
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
栽
培
技

術
な
ど
の
習
得
に
向
け
て
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
県
外
か
ら
の
研

修
者
３
名
が
、
県
・
市
共
同
の
助
成

事
業
に
よ
り
、
市
内
で
の
就
農
に
向

け
野
菜
・
果
樹
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
農
業
体
験
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
】

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農
業
体

験
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
富
原

お
茶
祭
り
」
で
は
バ
ス
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
、
茶
摘
み
体
験
。
ま
た
大
阪
府

豊
中
市
の
皆
さ
ん
と
地
元
農
家
が
農

業
体
験
で
の
相
互
交
流
、
そ
し
て
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
朝
市
な
ど
で
す
。

都
市
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
の
ど
か
な

農
村
の
風
景
を
感
じ
、
素
朴
な
人
情

に
触
れ
、
農
村
の
新
鮮
な
農
作
物
を

手
に
す
る
と
い
う
付
加
価
値
に
関
心

が
高
い
よ
う
で
す
。
今
後
は
地
域
で

都
市
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
自
慢
で
き
る
地
域
農
業
を

目
指
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

【
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
】

　

真
庭
市
内
に
は
、
地
域
ご
と
に
特

色
あ
る
農
作
物
・
特
産
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
蒜
山

ブ
ラ
ン
ド
」
は
県
内
外
で
高
い
知
名

度
を
誇
り
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
蒜
山
を
は
じ
め
各

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
「
真
庭
ブ

ラ
ン
ド
」
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対

し
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
販

売
力
向
上
な
ど
、
生
産
か
ら
販
売
ま

で
総
合
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

真
庭
市
の
農
業
の
こ
れ
か
ら

　

真
庭
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題
、

解
決
の
糸
口
を
探
る
と
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
は
地
域
が
主
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
、
今
以
上
に
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

市
は「
ア
グ
リ
セ
ー
ル
ス
マ
ン（
仮

称
、
真
庭
市
営
農
推
進
員
）
制
度
」

に
よ
る
地
域
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
通
じ
た
農
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
募
集
（
来
年
度
を
予

定
）
に
よ
り
選
考
、
委
託
し
、
主
に

次
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
す
。

①
遊
休
農
地
の
調
査

②
農
業
体
験
の
指
導

③
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

④
地
域
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

真
庭
市
は
農
業
者
に
よ
る
農
業
者

の
た
め
の
農
業
振
興
を
目
指
し
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

野菜を収穫するツアーの参加者

農
ご
相
談
く
だ
さ
い
、

農
業
の
あ
ん
な
こ
と
、こ
ん
な
こ
と
。

●
新
し
く
農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う
方
や
、農
地
の
貸
し
借
り
の
相
談
・

　

届
け
出
は
、
農
業
振
興
課
（
久
世
庁
舎
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
支
局

　

産
業
建
設
課
ま
で
。

※
地
域
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
向
け
た
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
独
自
の
取
り
組
み
や
、
今
後
に
向
け
た
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

　

し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
地
の
取
得
な
ど
の
相
談
・
届
け
出
は
、
農
業
委
員
会
（
℡
�
�
�

　

�（　

）
�
�
�
�
）
ま
た
は
お
近
く
の
支
局
産
業
建
設
課
ま
で
。

��

●
栽
培
や
出
荷
な
ど
生
産
流
通
の
技
術
的
な
相
談
は
、

　

お
近
く
の
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
ま
た
は
真
庭
農
業
改
良
普
及
セ

　

ン
タ
ー
（
℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�
）
ま
で
。

��

第２の人生の生きがいを農業で
　いきいき帰農塾に参加して

います。団塊世代のわたしに

とって、農業を第２の人生の

生きがい・健康づくりにつな

げていきたいと思います。農

業の経験が少なくとも、これ

から帰農塾でしっかり学び、

本格的な野菜作りに挑戦して

いきたいと考えています。
北  豊寿さん
富尾

地域みんなで農地を守る
　これからの農業は、生産コ

ストを下げるために認定農業

者や集落営農組織などによる

農地の集積が大切です。この

ことが農地を守ることにもつ

ながり、岡山県も支援を進め

ています。大切なのは地域の

皆さんが自分で考え、取り組

んでいくことだと思います。
真庭農業改良普及センター

岸  浩文さん

ブランド確立で地域を元気に
　お茶の栽培から製造販売ま

でをしています。これからの

中山間地域では気候風土に合

うものを生産し、付加価値を

高める農業が必要です。富原

地域では都市住民との体験交

流ツアーを開催し、お茶のＰ

Ｒや販売につなげようと生産

者も元気を出しています。
寿園代表取締役

梶岡泰士さん
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地
域
自
主
組
織
の
中
身
は
？

　
　

地
域
自
主
組
織
を
ど
の
よ
う
な
組
織

　
　

に
す
れ
ば
良
い
の
か
組
織
の
姿
（
中

身
）
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、
新
し
い

組
織
づ
く
り
を
行
う
こ
と
は
、
既
存
の
自

治
会
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
自
主
組
織
は
、
い
く
つ
か
の
自

　
　

治
会
が
集
ま
っ
た
組
織
を
母
体
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
し
て

い
く
も
の
で
す
。
よ
り
広
い
地
域
で
、
年

代
や
性
別
を
超
え
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
助

け
合
い
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
を
基
礎
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
自
治
会
を
な
く
そ
う

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
域
自
主
組
織
の
中
身
に
つ
い

て
は
、
専
門
部
を
設
け
る
な
ど
具
体
的
な

活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
多
い
地
域
な
ら
ば
、
福
祉
を
充
実
さ

せ
る
福
祉
部
、
子
ど
も
の
安
全
が
不
安
で

あ
れ
ば
、
自
主
防
犯
に
力
を
入
れ
る
総
務

部
、
健
康
づ
く
り
な
ど
で
運
動
会
な
ど
を

行
う
体
育
部
な
ど
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
主
体
的
に
考
え
れ
ば
、
い
ろ
ん
な

専
門
部
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の

特
性
に
あ
っ
た
組
織
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
内
に
あ
る
各
種
団
体
も
専

門
部
に
加
わ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
を
巻

き
込
む
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
以
上
の
活

動
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

必
要
性
を
感
じ
な
い
が
…
。

　
　

現
在
、
地
区
の
高
齢
化
は
進
ん
で
い

　
　

る
も
の
の
な
ん
と
か
な
っ
て
い
る
。

地
域
で
自
主
組
織
を
つ
く
る
必
要
性
を
感

じ
な
い
の
だ
が
。

　
　

一
般
論
か
ら
言
え
ば
、
少
子
・
高
齢

　
　

化
の
影
響
で
�
〜　

年
先
に
は
、
人

��

口
の
大
幅
な
減
少
が
考
え
ら
れ
、
今
の
自

治
会
だ
け
で
、
同
じ
活
動
を
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
、

市
民
皆
さ
ん
が
主
体
に
な
っ
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
自
主
組 
織
Ｑ 
&
Ａ

地
域
自
主
組
織
は

ど
う 
な 
っ 
て 
い 
る
の

　

真
庭
市
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
に
負
け
な
い
し
っ
か
り
と

し
た
地
域
づ
く
り
を
願
っ
て
、
地
域
自
主
組
織
づ
く
り
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
（
広
報
ま
に
わ�

年
�
月
号
に
掲
載
）。

��

　

ま
た
、
自
治
会
長
や
地
域
役
員
（
各
種
団
体
）
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

�
支
局
が
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
地
域
内
で
議
論
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
説
明
会
な
ど
で
よ
く
出
る
質
問
や
ご
意
見
を
掲
載
し
、
市

民
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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規
模
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
　

地
域
自
主
組
織
の
枠
組
み
を
考
え
る

　
　

と
き
に
、
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
を

想
定
し
た
ら
良
い
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
、
動
き
や
す
く
、
助
け

　
　

合
え
る
規
模
と
し
て
、
小
学
校
区
程

度
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
枠
、
大
字
組
織
の
枠
、
ま
た
は
協
議

し
て
新
し
い
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
大
字

組
織
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
地
域
自

主
組
織
と
し
て
移
行
し
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
無
理
が
な
く
長

続
き
す
る
組
織
づ
く
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

財
源
の
支
援
は
あ
る
の
か
？

　
　

市
は
、
地
域
自
主
組
織
に
対
す
る
財

　
　

源
的
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

特
に
活
動
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
補
助

金
が
な
い
と
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
は
、
地
域
自
主
組
織
の
活
動
に

　
　

対
し
て
、
具
体
的
に
支
援
す
る
補
助

金
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
向
け

て
、
活
動
に
対
す
る
補
助
金
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
へ
の
補
助
金
は
？

　
　

各
自
治
会
に
１
戸
当
た
り
３
千
円
の

　
　

補
助
金
が
出
て
い
る
が
、
今
後
は
ど

う
な
る
の
か
、
継
続
さ
れ
る
の
か
。

　
　

こ
れ
は
、「
地
域
組
織
育
成
補
助
金
」

　
　

と
し
て
、
自
治
会
の
地
域
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
�
年
間
を
限
度
と
し
て
交

付
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
で
補
助
が
終

��

わ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
補
助
金
を
新
し
い
地

域
自
主
組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
要
望
は
ど
う
な
る
？

　
　

地
域
自
主
組
織
を
つ
く
ら
な
い
と
地

　
　

域
づ
く
り
委
員
会
な
ど
に
参
加
で
き

ず
に
、
市
に
対
し
て
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
の
要
望
や
提
案
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
。

　
　

市
で
は
、
�
�
�
に
の
ぼ
る
自
治
会

　
　

の
声
を
聞
く
た
め
に
、各
支
局
で「
地

域
づ
く
り
委
員
会
」
を
開
催
し
、
地
域
自

主
組
織
の
代
表
者
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
自
主
組
織
に
よ
り
、
で

き
る
だ
け
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
た
だ

き
、
解
決
で
き
な
い
こ
と
は
地
域
づ
く
り

委
員
会
で
共
通
の
課
題
と
し
て
、
地
域
と

行
政
が
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
は
、「
市
政
懇
談
会
（
仮

称
）」
で
、
市
長
を
交
え
て
課
題
解
決
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
単
位
で
も
、
個
人
で
も
行
政
に

対
し
て
要
望
、
提
案
は
で
き
ま
す
が
、
こ

の
新
し
い
仕
組
み
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
？

　
　

地
域
は
過
疎
化
が
進
み
、
地
域
自
主

　
　

組
織
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
が
、

新
し
い
組
織
が
で
き
て
、
活
動
す
べ
き
こ

と
が
増
え
、
自
治
会
長
の
負
担
ば
か
り
が

大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。　

　
　

地
域
自
主
組
織
に
は
、
自
治
会
長
だ

　
　

け
で
は
な
く
、
地
域
で
活
動
す
る
各

種
団
体
や
、
委
員
な
ど
の
参
画
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
広
い
区
域
で
多
く
の
人

を
巻
き
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
女
性
、

お
年
寄
り
も
参
画
す
る
こ
と
で
、
幅
広
く

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
い
ろ

ん
な
特
技
を
持
つ
人
が
関
わ
る
こ
と
で
、

自
治
会
長
へ
の
負
担
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

地
域
み
ん
な
で
主
体
的
に
取
り
組
め
る

環
境
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
を
行
い
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地 域 自 主 組 織 は 今。

庭
市
の
地
域
自
主
組
織
の
現
在
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
の
支
局
ご
と
に
説
明
会
を
行
い
、

地
域
自
主
組
織
が
少
し
ず
つ
誕
生
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
地
域
自
主
組
織
が
で
き
て

い
る
美
甘
支
局
で
は
、　

月　

日
に
、
真

��

��

庭
市
で
初
め
て
と
な
る
地
域
づ
く
り
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
自
主
組
織

や
婦
人
会
の
代
表
者
な
ど
が
出
席
し
、
地

域
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

各
支
局
で
は
、
継
続
的
に
説
明
会
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
自
主
組
織
の
枠
組

み
の
問
題
や
、
地
域
に
内
容
が
十
分
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
組
織
の
立
ち

上
げ
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
、
地
域
で

議
論
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
説
明
会

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

真

地域自主組織

QAQAQ
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「 年  齢 だから仕方がない」ではないのが老年期のうつ
と し

　
　
　
 
年
、
高
齢
社
会
の
到
来
で
老
人
の
さ
ま

　
　
　

ざ
ま 
な
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に

高
齢
者
の
う
つ
病
が
あ
り
ま
す
。
核
家
族
化
が

進
み
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
う
つ
病
を
容
易

に
発
生
さ
せ
る
要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

老
化
に
は
身
体
的
老
化
と
精
神
的
老
化
が
あ

り
、
ど
ち
ら
が
進
ん
で
も
活
気
が
な
く
な
り
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
と

も
す
れ
ば
、 

抑 
う
つ
傾
向
に
な
り
や
す
い
と
い

よ
く

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
う
つ
病
は
極
め
て

 
頻  
度 
の
高
い
病
気
で
あ
り
、
あ
る
地
域
住
民
高

ひ
ん 

ど

齢
者
に
質
問
形
式
で
行
っ
た
傾
向
調
査
で
は　
��

％
か
ら　

％
の
高
齢
者
に
抑
う
つ
が
認
め
ら
れ

��

る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
を
取
り

巻
く
社
会
、
心
理
的
環
境
が
、
生
物
学
的
老
化

と
と
も
に
、
高
齢
者
を
と
も
す
れ
ば
抑
う
つ
の

方
向
に
追
い
や
り
ま
す
。
う
つ
病
は
心
と
身
体

の
両
面
に
わ
た
る
障
害
で
あ
り
、
放
置
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
家
族
、
あ
る
い
は
社
会
生

活
を
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　　

し
か
し
、
基
本
的
に
老
化
は
、
活
力
や
気
力

が
低
下
す
る
と
い
っ
た
こ
と
と
は
無
関
係
で
す
。

歳
を
と
っ
て
も
、
な
お
一
層
、
活
力
の
あ
る
生

活
を
し
て
い
る
高
齢
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
そ
れ
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
老
年
う
つ
病
を
発
見
し
て
、
し
か
る
べ

き
治
療
を
行
い
、
高
齢
者
の
活
力
を
保
ち
、
そ

の
社
会
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
は
高
齢
化
社
会

で
は
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
年
期
の
う
つ
病
の
症
状
は
極
め
て
多
彩
で

す
。
基
本
の
症
状
は
活
力
、
気
力
の
低
下
で
す
。

若
年
層
で
は
み
ら
れ
る
、
直
接
、
抑
う
つ
感
情

を
訴
え
る
人
は
、
高
齢
者
で
は
む
し
ろ
少
な
く

な
り
ま
す
。
不
眠
、
食
欲
不
振
、
意
欲
が
わ
か

な
い
と
い
う
よ
う
な
訴
え
は
一
般
に
み
ら
れ
る

症
状
で
す
が
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
疲
れ
や
す
い

や
、
ま
た
、
身
体
の
一
部
が
あ
た
か
も
病
気
で

あ
る
よ
う
に
思
い
こ
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、『
が
ん
と
か
心
臓
病
で
あ
る
と

勝
手
に
思
い
こ
む
』、不
安
や
い
ら
い
ら
な
ど
の

『 
不  
定  
愁  
訴 
』、 

心  
気  
的 
な
訴
え
、
ま
た
、『
口

ふ 

て
い 
し
ゅ 
う
そ 

し
ん 

き 

て
き

数
が
減
っ
た
』、『
怒
り
っ
ぽ
い
』、『
笑
顔
が
み

ら
れ
な
く
な
っ
た
』、『
仕
事
に
も
興
味
が
わ
か

な
く
な
っ
た
』、『
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ
た
』、

『
家
の
外
に
出
る
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
』、

こ
う
い
う
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

時
に
は
、
幻
聴
と
か
被
害
妄
想
、
認
知
症
の
よ

う
な
症
状
も
出
て
き
ま
す
。

　

老
年
期
う
つ
病
で
は
、
高
齢
者
特
有
の
予
備

能
力
の
低
下
、
す
な
わ
ち
、
体
力
と
か
精
神
力

の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
予
備
能

力
が
低
下
す
る
と
自
然
回
復
力
も
低
下
す
る
た

め
に
、
高
齢
者
は
簡
単
な
軽
い
病
気
、
例
え
ば

風
邪
と
か
下
痢
や
便
秘
、
打
撲
、
こ
の
よ
う
な

意
外
に
軽
い
病
気
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
う
つ
病
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

　

老
年
期
う
つ
病
は
、
大
部
分
が
簡
単
な
治
療

で
完
全
に
治
っ
て
い
く
病
気
で
あ
り
な
が
ら
、

自
分
が
う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚

が
な
く
、
非
常
に
苦
し
い
と
き
も
あ
り
、
ま
た
、

長
期
に
わ
た
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。『
年
齢
の
せ

い
だ
ろ
う
』
と
病
気
を
理
解
で
き
ず
に
我
慢
し

た
り
、
周
囲
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
が
自
覚
で

き
た
と
し
て
も
、
専
門
病
院
に
は
な
か
な
か
行

き
た
が
ら
な
い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
治
療
を
受
け
症
状
の
改
善
を
体

験
し
て
、『
初
め
て
本
当
に
良
か
っ
た
』
と
理
解

で
き
る
病
気
で
す
。
病
気
を
放
置
す
る
と
、
家

庭
や
社
会
生
活
を
崩
壊
す
る
要
因
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
決
し
て
不
治
の
病
で
も
な
く
、
ま

た
、
年
齢
の
せ
い
だ
け
で
か
か
る
病
気
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
誰
で
も
か
か
り
ま
す
が
、

必
ず
直
る
病
気
で
す
。
最
近
の
う
つ
病
の
治
療

薬
は
身
体
に
優
し
く
、
副
作
用
も
少
な
く
飲
み

や
す
い
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
力
、
活

力
が
な
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
身
体
症
状
、
ま

た
は
精
神
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、『
年
齢
の
せ
い

で
し
か
た
な
い
』
と
は
考
え
ず
に
、
一
度
専
門

医
に
診
て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

近

健 康 の ス ス メ
��������

うつ

お話 

医療法人  井口会
井口欽也 理事長

・・ ・ ・

仕事でも趣味でも没頭できるものを持つことは
精神の老化を防ぎます
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東
京
都
台
東
区
上
野
・
西
郷
さ
ん
の
銅

像
で
知
ら
れ
る
上
野
公
園
に
は
、
多
数
の

国
立
文
化
施
設
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
�
つ
に
日
本
最
大
級
の
博
物
館
、
東
京

国
立
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
収
蔵
資

料
数　

万
点
を
超
え
る
巨
大
な
博
物
館
の

��

一
室
に
、
国
内
一
級
の
考
古
品
と
肩
を
並

べ
て
蒜
山
上
長
田
の
四
ツ
塚
古
墳
群
か
ら

出
土
し
た
馬
具
（
金
銅
張
り
の
飾
り
板
が

付
い
た 
轡 
）
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
つ
わ

　

大
正
�
年
、
旧
八
束
村
内
有
志
で
結
成

さ
れ
た
「
郷
土
誌
調
査 
會 
」
が
手
が
け
た

か
い

四
ツ
塚
�
号
墳
の
発
掘
で
、
馬
具
は
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
め
の
石
を
積
み
上
げ

て
造
っ
た
横
穴
式
石
室
の
中
か
ら
は
、
こ

の
馬
具
の
ほ
か
に
鉄
製
の
刀
や 
槍 
、
農
工

や
り

具
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
い
っ
た
多
数
の
品

が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
大
半
は
翌

年
、
東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
東

京
帝
室
博
物
館
に 
下  
賜  
金 
�
�
�
円
で
譲

か 

し 

き
ん

り
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

米
�
俵
の
値
段
が
�
〜
�
円
と
い
う
こ
と

か
ら
も
相
当
な
高
額
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

�
号
墳
を
は
じ
め
と
し
て
四
ツ
塚
古
墳

群
に
は
今
か
ら
�
�
�
�
年
前
ご
ろ
に　
��

基
の
古
墳
が
集
中
し
て
築
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
直
径
約　

㍍
以
上
も
あ

��

る
大
型
の
古
墳
を
�
基
を
含
み
、
当
時
限

ら
れ
た
人
々
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
特

定
の
馬
具
や
武
器
が
副
葬
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
内
容
は
県
内
山
間
部
に
あ
る
古
墳
群

の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い

ま
す
。
破
格
と
も
い
え
る
内
容
の
古
墳
群

が
、
な
ぜ
蒜
山
に
築
か
れ
た
か
。
こ
の
謎

を
解
き
明
か
す
有
力
な
証
拠
は
、
残
念
な

が
ら
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
古
墳
群
は
「
四
ツ
塚
史
跡
公
園
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
昭
和　

年
に
発
掘
さ

��

れ
た　

号
墳
の
出
土
品
や
復
元
模
型
を
展

��

示
し
た
蒜
山
郷
土
博
物
館
と
と
も
に
歴
史

学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
、
古
代
蒜
山
の
ロ
マ
ン
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
郷
土
の
歴
史
を
解
明
し
よ
う

と
し
た
先
人
た
ち
の
熱
意
に
思
い
を
馳
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
真
庭
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

四ツ塚古墳群に関する資料は、
蒜山郷土博物館で見学可能

真庭市の
文化財

３
����
国指定史跡

��������	（蒜山上長田）

▲１号墳石室平面図
　大正12年刊行の『眞庭郡誌』に掲
載された発掘時の石室内の様子。頭
がい骨は顔料で赤く塗られていたと
いわれています。

maniwa

四ツ塚古墳群

★



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　
　

月　

日
午
前
零
時
、
湯
原
温
泉
露
天
風

��

��

呂
「
砂
湯
」
の
湯
が
掃
除
以
外
と
し
て
は
初

め
て
抜
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
露
天
風
呂

周
辺
で
夜
間
に
多
発
し
て
い
る 
窃  
盗 
な
ど
の

せ
っ 
と
う

犯
罪
が
湯
原
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
湯
原
温
泉

砂
湯
・
河
川
公
園
問
題
委
員
会
が
対
策
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。旅
館
組
合
・

地
域
住
民
・
警
察
署
で
組
織
す
る
同
委
員
会

は
、
こ
の
ほ
か
夜
間
照
明
強
化
な
ど
も
進
め

て
お
り
、
か
け
が
え
の
な
い
観
光
資
源
を
守

る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

地域の「宝」守るために

テレビ局取材の中、午前零時に「砂湯」の栓が抜かれました

町
並
み
を
駆
け
抜
け
る

一斉にスタートする選手

懸命にボールを追いかける子どもたち

MANIWA ��

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
知
る

　
　

月　

日
、「
神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

��

��

（
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
助
成
事

業
、
同
実
行
委
員
会
主
催
）」
が
勝
山
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
Ｂ
コ
ー

ス
（
�
㌔
、
小
学
生
の
部
ほ
か
）
に　

チ
ー

��

ム
、
Ａ
コ
ー
ス
（　

・
�
㌔

中
学
生
男
子
、

��

一
般
ほ
か
）
に　

チ
ー
ム
が
参
加
。
各
�
区

��

間
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
神
庭
の
滝

を
目
指
し
、
町
並
み
保
存
地
区
を
駆
け
抜
け

る
こ
の
駅
伝
。
登
り
下
り
の
激
し
い
区
間
も

あ
り
ま
す
が
、
勝
山
地
区
の
師
走
の
風
物
詩

と
し
て　

回
を
数
え
て
い
ま
す
。

��

　

幼
稚
園
か
ら
小
学
�
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
、　

月　

日
に
宮
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
久

��

��

世
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
久
世
地

区
の
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
十
日
会
」

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

　

回
目
。今
年
は
市
内
外
か
ら　

チ
ー
ム
、

��

��

約
�
�
�
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

温
か
い
日
差
し
の
も
と
、
懸
命
に
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
会

場
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

��/�� 戦後��年を語り継ぐ
勝山小学校�年生��人が、

昭和��年に勝山へ集団疎

開した子どもたち描いた

劇「遠い雲のひつじ雲」

を同校体育館で上演。�

時間超にわたる劇で、戦

時中の苦悩や悲劇を現在

に語り継ぎました。

��/�� いいところの絵画集まる
��月�日まで、勝山文化

センターを会場に「勝山・

いいとこ絵画展」が開催

されました。今年は市内

外から���作品が参加。最

優秀賞に進弘子さん（湯

原温泉）の作品（右）が

選ばれました。

��/�� ゴルフで親睦を深める
北房英賀公園ミニゴルフ

場（上水田）で、真庭市

ミニゴルフ交流大会を開

催。蒜山地域のゴルフク

ラブと英賀公園でプレー

するメンバー約��名が一

堂に集い、親睦を深めま

した。

��/� もちもちっ ！  杵 が抜けない
きね

平成の森ドーム（蒜山西

茅部）で「世代交流餅つ

き大会＆あ・そ・ぼ」を

蒜山川上コミュニティ推

進委員会が開催。参加し

た親子、高齢者らはもち

つき、たこづくりなどを

通して親睦を深めました。

��/�� 食の大切さを伝える
栄養改善協議会落合支部

が、中学生に食の大切さ

を知ってもらおうと「ヘ

ルスサポーター��」を開

催。参加した落合中学生

��名は調理実習やクリス

マス会などで健康や食へ

の意識を高めました。

市内 ３ ゲレンデは積雪十分

　
　

月　

日
、
市
内
蒜
山
地
域
の
�

��

��

ス
キ
ー
場
（
津
黒
高
原
ス
キ
ー
場
、

上
蒜
山
ス
キ
ー
場
、
ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア

バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
）
が
オ
ー
プ
ン
。

上
蒜
山
ス
キ
ー
場
で
は
、
�
ス
キ
ー

場
の
合
同
ス
キ
ー
場
開
き
が
あ
り
、

関
係
者
約　

名
が
参
加
し
て
シ
ー
ズ

��

ン
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
各

ス
キ
ー
場
と
も　

月
初
旬
か
ら
雪
に

��

恵
ま
れ
、
積
雪
は
十
分
。
訪
れ
た
家

族
連
れ
な
ど
は
白
銀
世
界
の
中
、
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
�
月
初
旬（
営
業
予
定
）

ま
で
市
内
で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
ま
す
。

雪が舞い散る、津黒高原スキー場の様子

世
界
舞
台
の
技
学
ぶ

　
　

月
�
日
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
、
福

��
田
雅
博
さ
ん
（
元
Ｊ
リ
ー
グ
浦
和
レ
ッ
ズ

所
属
）
が
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
や
中

高
生
約
�
�
�
人
に
世
界
を
舞
台
に
培
っ

た
技
術
を
指
導
し
ま
し
た
。
落
合
地
区
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
準
備
委
員
会

の
招
き
で
、
落
合
総
合
運
動
公
園
を
訪
れ

た
福
田
さ
ん
は
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
実
演
や
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
ぶ
ボ
ー
ル
や
身
体
の
動

か
し
方
を
指
導
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、小
学
生
の
部
・
中
高
生
の
部
、各　

分
の

��

間
、
あ
こ
が
れ
の
選
手
の
指
導
に
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
技
術
を
吸
収
し
て
い
ま
し
た
。

あこがれの福田選手の指導を受ける子どもたち
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雲
海
の
広
が
る
蒜
山
高
原
か
ら
顔
を
の
ぞ

か
せ
た
朝
日
で
す
。
今
回
の
国
体
縦
走
コ
ー

ス
と
な
っ
た
、
朝
鍋
鷲
ヶ
山
登
山
道
の
中
腹

か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。
以
前
、
こ
の
場
所
は

茂
み
を
奥
深
く
ま
で
入
っ
て
行
く
大
変
な
場

所
で
し
た
が
、
今
で
は
登
山
道
も
で
き
、
少

し
寝
坊
し
て
も
朝
日
の
撮
影
に
は
間
に
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

今
か
ら
十
数
年
前
の
こ
と
、
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
美
し
い
朝
日
を
眺
め
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
撮
影

し
た
い
と
、
本
格
的
に
カ
メ
ラ
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、時
が
た
っ
た
今
で
も
、あ
の
と

き
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
の
朝
日
に
は
出
会
え
ま

せ
ん
。
今
年
こ
そ
出
会
え
る
日
が
や
っ
て
来

る
と
信
じ
て
、
天
気
の
良
い
朝
は
撮
影
に
出

か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。  
�
� 
眞
司
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

蒜山高原に昇る朝日   平成１７年７月 撮影
撮影者　長恒眞司 さん  （蒜山下徳山）

編
集
後
記

まま
にに
わわ
が 
ス
キ
ッ　
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
     
�
��

�
�
�
�
�
�
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�
�
�

��

　
　

月
は
思
わ
ぬ
大
雪
が
訪
れ
ま
し

��
た
。
市
内
を
回
っ
て
い
る
と
南
部
と

北
部
の
気
候
の
違
い
に
今
さ
ら
な
が

ら
驚
か
さ
れ
ま
す
。
南
に
住
む
人
た

ち
は
北
部
の
雪
の
多
さ
が
想
像
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
北
に
住
む
人
た
ち
は

南
部
の
雪
の
少
な
さ
が
想
像
で
き
る

だ
ろ
う
か
。つ
い
つ
い
、そ
う
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。
広
い
真
庭
市
。
こ
う

し
た
場
面
で
も
、
情
報
の
共
有
化
は

重
要
で
す
。
真
庭
市
の
魅
力
を
伝
え

る
と
同
時
に
、そ
の
地
域
の
実
情
や
課

題
を
伝
え
る
。
広
報
ま
に
わ
も
、そ
の

課
題
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。 

◯茂
 

　

取
材
の
道
中
で
は
数
々
の
出
会
い

が
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
を
一
輪
車

で
運
ぶ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
雪
か
き
を

す
る
親
子
な
ど
、
車
中
か
ら
見
え
る

一
瞬
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
表
情
の
豊

か
な
こ
と
。
こ
の
シ
ー
ン
は
今
使
え

な
い
が
、
い
つ
か
き
っ
と
使
え
る
！

写
真
を
撮
ろ
う
か
ど
う
か
悩
ん
で
い

る
う
ち
に
車
は
進
み
ま
す
。
い
つ
も

こ
の
よ
う
に
悔
や
ん
で
い
る
の
で
、

今
年
か
ら
方
向
転
換
し
ま
す
。
皆
さ

ん
「
広
報
ま
に
わ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
張
っ
た
車
を
見
か
け
た
ら
、
撮
影

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

�福
 


